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農林水産技術会議事務局においては昭和 41年度から熱帯等の農業に関する試験研究を推進するため熱

帯農業技術研究業務室（昭和 42年 6月 1日付で熱帯農業研究管理室に改称）を設け、在外研究員の脈遣

をはじめとして、海外調査、資料収集、広報活動、研究交流等を行なっている。

その業務の一つとして、西欧先進国であるイギリス、フランス各国およびこれら 2カ国の熱帯農業研究

に関連あるアフリカ 8カ国（セネガル、ナイジェリア、ケニア）の熱帯農業に関する試験研究体制、研究

活動等についての実態を把握するため今回下記メンバーにより現地調査を実施した。

本書はその報告書である。本調査報告が熱帯等地域の農業に関する試験研究推進の指針となれば幸いで

ある。

終わりに、本調査にあたってご協力いただいた各国関係者に対し、ここにあらためて謝意を表するととも

に、調査班各位のご苦労に対し重ねて厚くお礼申し上げる。

調 査班

農業技術研究所生理遺伝部長

農林水産技術会議事務局総務課長補佐

家 畜 衛 生 試 験 場 主任研究官

赳

裕
浩

場

持

馬

剣

伊藤 全

昭和 43年 5月

熱帯農業研究管理室長

星出 暁
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ぱ し が き

は、昭和 41年度忙 38 0 0万円の予算をもって関始され、わか国はこの年忙はしめて熱

；仔農業の技術研究に政崖として本格内忙取り祖むこととなった。もちろん熱瞥農業の技術そのもの忙つい

ては、戦前からの蓄積もあり、戦後もコロンボプラン忙よる技術協力が束南アシアを主体とする熱閤地域

紅重点的況行なわれているが、熱帯農業研究を政府の事業として行なうこととなると、事業の本質的な目

的、研究の性格、天施啜構、具体的な実施方法、効果発現の時期等々、今後とも検吋を深めていかなけれ

ばならないことがらが多い。

試験研究という、そのこと自体がかなり長期的な祝点に立って行なう必要0)ある ら¥,'って

も、また、わが国がそこに属していない「熱帝」という特殊条竹こ0)下ireおける農業技術研究であるという

ことからいってもぎた事業発足当初予思していたことが、はたして正しかったかとうかを検証するために

も、熱帯農業技術研究という事業の実施過程匹おいて不断に賑り返ってみる必要のある事項、今後の事業

の発展のため筐準備しなけれはならない事項もまた少なくない。

われわれ熟苫農業研究ヨーロノパ・アフリカ調査班の調査の目的も、このよう加わか国忙とって未知の

分野の多い熱情農業研究匹ついて、西欧先進諸国は、戦前において植民地経営という［且家目的紅奉仕する

ためどのよう忙実廊してぎたか、それが戦後旧植民地の独立にともなってどのように文谷してぎたか、そ

して現在は、どのような基本的態度でとのよう忙熱帯農業研究忙取り組んているか、研究の対象となって

いる熱幣諸国はとのよう 1疋これを受けとめているのか、熱帝農業研究の将来はどのような tのと考えられ

るか等々を明らかにすることにあ ,tこ。 もちろん研究実施上きわめて重要な意義をもつ「文献情報の管理」

が熱幣農業研究についてどのように行なわれているかも調査の対象忙なったことは当然である。

われわれは、出発尻先立って別添0)ような質間書を用意し、これに対する回答を訪問先の機関から得ら

れることを期待したか、実際に調査に当たってみると、質問害に書かれていない事項に議論が発展したり、

画ー的に質問書の事項を各機関で間い正す必要がなかったりして、必ずしも十分に効果的であるとはいえ

なかった。

その意味では、完全な調査といえないことはもとより、かなり重要な調壼事項忙ついても、たとえば各

国の熱帯農業研究の予算額、従事人員等忙統一的な調査結果がえられなかったこともあって、十分なもの

ともいえないと思う。しかし、調査対象機関の責任者、担当者との討議を通じて、わが国の当面している

熱帯農業研究の課題忙照らし、でぎるだけ多くのことを調査し、明らか忙するよう努めた。

その調査結果を報告書として次のような取りまとめを行なった。

-]-



調査班の構成

（農 術研究甘斤

釧 栢（ 林 局

部長）

諜長袖 ＼ーーノ
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16日（木） J l~T RO Pa r i s (矧持のみ）

Pa~is • 贔 me.H *太使飼でうもあわせ（

17日（金） FAO Head qua r t c r s L i b r a r v 

18日（土） 休み (EUR,Colosseo なと）

み帰．目． 日、 lcl() ell', 
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19日（日） 休み (Napo Ii, Pompeiなど）

20日（月） FAO,Animal Health Branchなど

21日（火） Rome発

22日（水） Dakar着、日本大使館でうちあわせ

23日（木） IRAT, Bambey (タクジーで往復）

24日（金） I RAT, Richard-To I I (Sen e g a l航空で往復）

25日（土） 日本大使館

26日（日） 休み (Mus eeなど）

27日（月） S e r v i c e s d e I'E I e v a g e e t d e s I n d u s t r i e s An i ma I e s ; 

Laboratoire National d'Elevage et des Recherches 

Vもtもrinaires.

28日（火） ORSTOM,Dakar-Hann 

8月 1日（水） Dakar→ Lagos, 日本大使館でうちあわせ

2日（木） Lagos→ Ibadan.Ibadan大学農学部など

8日（金） Federal Department of Agricutural Research; 

Western Nigeria Ministry of Agriculture and Natural 

Resources, 

Ibadan大学獣医学科、 Ibadan→La gos 

4日（土） M i n i s t r y o f Ag r i c u I t u r e a n d Na t u r a I Re s o u r c e s . 

Lagos 発

5日（日） Nairobi 着

6日（月） 日本大使館でうちあわせ、 Bri t i sh Hi g h Comm is s i on; 

Animal Health and Industry Training Institute; 

Ve t e r i n a r y Re s e a r c h La b o r a t o r y , Ka b e t e • 

7日（火） Ministry of Agriculture and Animal Husbandry: 

National Irrigation Board:Faculty of Veterinary 

Sc ience,Kabe te, 

8日（水） 0 f f i c e o f Mw e a-Te be r r e I r r i g a t i on Sc he me , 

Emb u Ag r i cu I tu r a I Research St at ion; 

Athi River Abattoir;Department of Veterinary Services; 

Artificial Insemination Station, 

9日（木） E.A.Agriculture and Forestry Research Oraganization: 

E.A.Veterinary Research Organization; 

Inter-African Bureau of Animal Health, Muguga, 

10日（金） National Agricultual Laboratories;Wellcome Institute 

for Research in Foot-and-Mouth Disease 

（馬場、帰国、東京着 1 1日21.3 5) 
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11日（土） Nairobi→ Moshi→ Marangu 

訟日（日） 休み

13日（月） Marangu→ Moshi→ Nairobi 

14日（火） Med i cal Research Oen tr e 

15日（水） Ken y a Li v c s t o ck Dev e I o pm en t O on f e re n c e出席

16日（木）ヶ

17日（金） ~ Nairobi発 (20.4 5) 

18日（土） Bombay着 (Swissair 12時間おくれ） Bombay→ Bangkok 

19日（日） Bangkok発 (11.30)→ 香港→東京着 (21.35)
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、イギリス応翡ける熱鬱農業研究

1. あらまし

イギリス Vこお叶る は、イギリスが海外亙植民地をもっていた時代からぼぽ 1世紀忙わた

る硝展りパ釜過をたと｀ってぎた。

最初は、イキリス政府の盈督援助のもとで出発し、それか危展して熟帯植民地の農業当局

と指導を同時忙行なうようになった。

特殊な作物一.f; ことえば、マラヤのゴム、インド、セイロン、東アフリカ等の茶、その他サトウキビ、

コーヒー、除虫菊、シザル麻、棉花、ハナナ、ココア、油ヤジおよひココナノツーーにつ＼、ての研究は、

それそれの商品研究機関にひぎつかれ、資金は大部分または全くそれぞれの作物から受けてぎた。その

他:J汀乍物についての研究は、現地の農業当F土］の責任て行なわれた。比餃的大ぎな植民地で

植拗因理および昆虫の専門家をかなりもっていたが、比較的小さい植民地ては、イギ！）ス

らスタッフの供給を受けなければ、隈定された簡単な試験しか行なえな力いた。これらの小さな栢民地

の必要をみたすため、イギリス本国に、研究専門家のプールを作り、特殊な病害虫の調査といった閲頌

について臨時に貸し出すという試みかなされた。

第2次大戦後、熱帯農業生産についてもっと基礎的な情報を得るため、隣接するいくつかの植民地を

カバーする大ぎな研究センターをつくり、科学者をグJレープとして集中し、小呑く分散しているよりも

良い癒設設備を具えることが可能な地域において、長斯的な性格の研完を組織ずることが提案された3

そして、土室熱管農業大学附属の地域研究センター（現在、丙インド大学農学部の一部）、ケニアにあ

る東アフリカ農林研究磯構CE t Af , s r 1 can Ag r i cu l t re and F o re s t r y Re s ca r c h 

OrganigationJ、それより遅れて中央アフリカ農業研究会議〔Agricultural Research 

Oounicil of Central A.fricaJの三つの地域センターが生まれた。

海外での研究が拡大している間に、それを補充するため、イキリス本国における研究も発展した。

1 9 4 3年に植民地産品研究会議〔Co l o n i a I P r o d u c t s Re s e a r c h C o u n c i l Jが発足し

海外からの産品およびその用途についての研究を行なうこととなった。これが発展して現在の熱苦産品

研究所〔Tropical Products Institute〕となった。そして殺虫剤の使用および適用、イ

ナゴとその間除、貯蔵産品間題、除草剤、試険データの統計的解析、土壌および」：地利用調査．．ンロア

リならびに植物の収集の各分野にわたる一連の研完．．指導浅関〔A series of research 

a n <l a d v i s o r y c s t a b l i s hm e n t s Jがつくられた。

孤立している悔外研究者忙とくに ービスとして、 (C o mm o n we a I th 

Agr icul tur:i l Bureaux〕は、国界中の農業関係科学文献を要約して月刊、隔月刊またば季刊

の抄録誌を発行している。

そのほか、大晶博物館 (British ¥iuseum(Nc1turc1l History)〕と協同してしヽる英連邦

昆屯学研究所 (Comm0nwealth Institute of Entomology〕、英連邦附研厄所

CCom11onwealth Mycolor•ical Institute)およ

Bureau of Helminthology〕による同定サービ人は、

~-ti~-
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名に非常に贔重衣も 0)である。

2. 地域センターと英本国の研究機関等との関係

英本国
し

y
j の研究機関との関係については,. せても

と

ることとする。

戸アフリカおよひ西インドの両地域センターはとも 1，て、以前は冷

い影響下忙友ったが、今や現地忙研究会議をもも、なんの統励力ももたない英団の科学者か 1名ないし

2名そこ筐参加しているに過ぎないといわれる。いっ｛臼う中央アフリカ農業佃究会議は、し、また忙英国

の

および海外

ることとし、ここでは前述の 8つの地域センターと

〔Agr i c u l t u r a I R:・sea r c h O o u n c i l〕，王宇学会 (Roya l Soc i (→ t 

〔Ministry of Overseas Developm"cnt)と ってしヽ る。

3. 海外諸国の農業当局に対する援助

〔Overseas Service Aid Scheme)による英国の海

[British expatriate research Staff)乃｛奉給手当の広範な援助（全公務で約 160

停円） 0.)ほかに相当須し})農危研冗援功;),、海外農業当局の研究努力の増大を投けるため忙与えられてい

る。たとえは、祈しい研究室のための実質的責金贈与 (substantial capital grants〕

か、サバ、サラワク、マラウイおよびスワジランドに対してなされた。このほか臨時要員およ

月］の供与か、ケニア、アデン、セントヴィンセント、カンヒア、フィシ等に対して行なわれた。

4. 英本国における熱帯農業研究

長い間、海外で利用しうるより格段にすぐれた施設設備を使うことによって最も有利に行なえるよう

な研究を英本国で実施するというのがならわしとなってぎた。この結果、かなり大規模な研究指導成1肘

がでぎ、同時に数多くのより小さい研究単位 (research points)が大学または国内研究機関と

の連携のもとに生まれた。

大ぎな機関としては、熱帯産品研究所 (Tropical Products Institute〕、熱幣貯蔵産

品センター〔Tropical Stored Products Centre〕、熱帯殺虫剤研究室〔Tropical

Pe s t i c i d es Re s e a r c h Un i t〕、熱帯殺虫剤研究本部およひ情報室〔 Tropical Pesti--

cides Research Headquarters and Information Unit)、海外調査局土地資

源部〔 Lnnd Resources Division of the Directorate of Overseas 

Surveys)、瞬害防止研究センター〔Anti-Locust Research Cc,ntre〕の 6つがある。

5. 海外における農業研究の性格

海外の農業に関する研究は、反収の増加または損耗の減少による上地生産性の向上に向けられて答た。

したがって研究は、実用的 (practical)、応用的 (applied)側面筐偏ったものであった。と

くに、研究員、施設の小規模なところではそれが顕若であった。しかし、時には、現地の間題を解決す

るために必要な基礎知識か欠除していることがあり、また応用研究とは禽fEれて準備としての基礎研究

---n 
I 



〔basic studies〕が必要であることは、常に意識されていた。さしせまった経済的重要性のな

い情報の収集―ーたとえば梢物相〔 fIo r a〕の作図、ジロアリの分類など＿か正当視されることも

また認められた。

実用的な問題解決の準備として基礎研究の例としてUvarovとその共同研究者によるイナゴの発生

段階〔phas i c de v e I o pm en t〕の研究がある。これは、その後の天気概況予報〔 synopt1c 

weather forecast〕忙閲する研究を経て、砂漢イナゴの発生状況〔 situation]の

報となった。

この技術は、ひろがって、ついでヨトウムシ〔 army worm〕の発生に応用された。いくつかの基

碇研究が、必要でありかつ望ましいものと認められる間に、そのような研究をもっと適切な機関の手に

ゆだねる方策がとられた。

海外の研究機関と本国および外国の他の研究センターとの協力は、多様の専門分野〔 diverse

disciplines〕の支持を得ることによって研究が受益するために促進された。とく忙イナゴ防除

については、そのような他方面からの攻撃が豊かな成果をもたらしてぎたし、同様にマイコトキシンの

問題についても、医学、獣医学、化学、貯蔵および穀物乾燥といった多くの関心が寄せられている。

6. 熱 帯農業研究の財政措置

(1) 海外諸国は、原則として、研究援助の 50%を負担する。

(2) 熱帯農業研究機関の英本国における研究経費（海外開発省分）は次のとおり。

蜆害防止センター

熱帯産品研究所

植物相

除草剤

熱帯貯蔵産品センター

熱帯、殺虫剤研究室

熱帯殺虫剤研究本部、情報室

そ の 他

計

1 3 9千ボンド

3 0 9 

1 9 

1 3 

4 1 

2 9 

1 9 

4 7 

6 6 5 (原英文のまま）

(3) その他英本国内冗おげる熱帯農業研究経費が含まれている経費は次のとおり。

海外調査局土地資源部 （計 1. 1 8 3千ポンド）

英連邦農業情報局 （英国の分担分20 3) 

棉花研究協会〔 Cotton Research Corporation〕 1 1 0 

大英博物鮪（自然史） 9 0 0 

(4) 英本国内で海外農業研究の援助に使われる種々の形での経費は総額おおよそ百万ボンド (10億門

とみてよいだろう。

（参考） 英国政府の国内における農業研究経費 総額

1962 63年

農業研究会議 6. 5百万ボンド
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農漁食糧省

スコットランド農業省

0. 9百万ポンド

L3 

計 8.7 

(1961-62年の実支出額は、 7.6百万ボンド）

(5) 海外開発省が供与した直接的海外農業研究援助頷は次のとおり

(1965-66推定）

中央アフリカ 1 7 2千ボンド 2 6. 7劣

西インド諸島 1 5 7 2 4. 4 

東アフリカ 1 5 1 2 3. 2 

マレーシア 1 0 5 l 6. 4 

アラビア 3 1 4. 9 

太洋 州 2 3 3. 5 

西アフリカ 6 0. 9 

6 4 4 

(6) 以上に加えて、海外公務援助計画（総額 16百万ポンド）、英連邦特別援助計画 (Special

Commonwealth Assistance Plan〕（総額約 8百万母ンド）、中央条約機構

〔Central Treaty Organization](総額約 1百万ボント）、ラテンアメリカ技術援助

（総額約0.6百万ボンド）その他&)技術援助（総額約 0.2 5百万ポンド）、コロンホプラン（約 2.9 

百万ボンド）に海外研究援助が含まれている。研究援助iま、国連開発基金.. 技術援助〈総額約,b_2百

万ポンド 19 6 5年）にも含まれている。

7. 海外開発省 (Ministry of Overseas Development] 

1) 海外開発省は、海外開発に関する英政府の政策の実施を所掌する。海外開発省の具体的所掌事務は

次のとおり。

(1) 全体としての開発援助計画ならびに 2国間援助および多数国間援助、または資金援助および技術

援助の相互調整

(2) 資金援助の条件および技術援助供与の原則

(3) 各国別援助計画の規模および性質

(4) 資金援助および技術援助の実施管理

(5) 国際援助機関との関係

(6) 国連技術援助計画への英国の関与

(7) 同種の活動分野の民間団体〔 voluntary bu..::es〕との連絡

2,) 海外開発省は、多数の研究機関等に直接的な責任をもっている。

3) 業務の実施にあたっては、海外関係の英国政府機関（外務省、英連邦連終省、柏民地省ー 1967年

1月廃止）等と密接な協力のもとに行なう。

4) 外務省との関係については、外務省では対外援助はやっていない。］及助の実施について政治上の間

題で外務省と議論することはあるが、予算の範囲内での援助の決定は、海外開発省が行なう。
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海外

心必ず仄助担当の

ら人を出 くなっている(19 6 6年 6か月で 8人）。

5) 崩外開発省は、、ベイ Jレートと西イン

をもっており、現地の在外公館と

おり、それを通して国外からの援助要請がくる。これは、

の2か所に地域閲発

＇ 
tl 

〔Development Division] 

してしヽ る。

6) 

諸国

＇ y ぐし、

させることは、平和な出界

7) 辰漁、食耀省、

C ornm i t t eを開いている。

8) 

ヒューマニズム、 苦しむ

という自分自身の利益冗合致する。

関係匹克る。必要に応し（~ たとえ ) Adv1 sor y 

機関をもって＼、ない。 1日植民地はみんなもっているから

9) 海外開発省の職員は約 L8 0 O人、 うち 50 0人

吏たは技術協力陀従事している。

年間の農業関係派直者は 40 0人（大学卒クラス）

うち 2 0人は農漁食糧省から

40~・50人は農業研究会議から

3 O~ 4 0人は大学から

残りの 290~310人は海外開発省が募集する（チラン配布、レクチャー等による。）

11) 海外派遣期間は、 4年か限度。英本国Ireおける地位は確保する。海外公務援助計画から海外での月

残りはおおむね

給、手当等は支払われる。

12) 海外開発省は、農業研究会議の管轄下にある、国立農業機械研究所 (National Institute 

of Ag r i cu l tu r a l Engine e r in g〕陀海外連絡研究室〔Overseas Liaison Un1tJ 

（室長およひ研究員計 6名）をもっているげか、草地酪農、育種¥肉畜、雑草防除、林業、農用施設

の各研究所冗海外連絡研究員〔Ove rs ea s Li a i s i on Off i c e r〕（ほとんどが各 1人）をも

っている。

農業研究会議は、英国国内の研究を任務としており、これらの海外連絡研究室、海外連絡研究員の

活動陀要する経費は人件費を含め海外開発省が支払っている。これらの室研究員設置の目的は、海外

の間題を解決するため国内研究を適応させることにある。

13) 海外連絡研究室の活動の一例としてアフリカの家畜用農具の研究をあげると、連絡研究室でこの研

究陀必要な経費を計算し、国立農業機械研究所とその経費の範囲内で契約する。研究所では。家畜用

農具の原型〔 prototype) を作るところまでやる。それを連絡研究室の研究員がアフリカに持っ

ていって、農業当局の研究晋及事業陀わたすこと Vこなる (l9 6 6-6 7年の連絡研究室の経費は、

海外旅費を含め 30千ポンド）。

8. 熱帯産品研究所 (Tropical Products Institute) 

1) 海外開発省の所管

2) l 9 6 6 -6 7年の予算総額は、 3 6 0千ポン Fりである。その内訳は、次のとおり。なお、明年度

は 43 0千ボンド要求中。

(1) 俸給(19 4人） 2 6 1千ボンド

--10--



(2) および管理経費 9 9 

a 士．安瞑1厨 3 4. 5 

b 小機械その他 2 6 

C 旅費および通信費 l 2.8 

d 海外研究費 2 5. 7 

C注）主要設備〔 cap i t a l eq u i pme n t Jは、 l O 0ポノド以上の機械。

3) 定員 1966-67年は 19 4人だが、来年は 23 5人に増員要求中。構成は、研究者

(Scientific Officerが大部分、少数はExp r i me n t a l O f f i c e r)が 7o~  so人、

研究補助者 (Bxp e r i men t a ! 0 f f i c e rおよび Scientific Assistant(30名））

80~90人、事務担当 (Admin i st rat i汀〕 3 0人である。

） 英国の研究職員の俸給（農業研究会議）

年俸ポンド

C h i e f S c i e n t i f i c O f f i c c r 4,4 2 5 - 4, 7 0 0 

Deputy Chief Scientific Officer 3,625-4,025 

Senior Principal Scientific Officer 3,050--3,475 

Principal Scientific Officer 1,894-2,646 

Se n i o r Sc i en t i f i c Of f i c e r 1,438 --1,772 

Scientific Officer 791-1,309 

4) 熱苦産品研究所の旅費（通信費を含む）は、 l 9 6 6ーじ 7年で総額 12, 8 0 0ボンドである。こ

れは、所長および郎長がアフリカ等の現地をそれぞれ数か国まわって現地の研究所と一般的事項

〔gener a l ma t t e r)について話し合うのに使われるほか、 Junior staffが海外で研究

し、または現地の研究者忙個別技術〔 specific technique)を指導するため忙使われる。

期間は、比較的短期で、最長4か月。年間計20人程度。 1人当たり経費は 500~600ポンド。

このほか長期の研究者の派遣は、海外関発省の地域局から経費が支出される。研究施設、設備の供与

も地域島で経費を支出する。

5) 海外研究費 (35,700ボンド）は、主として海外の大学との協力研究のために支出される。もっ

とも現在最も大きいものは大学ではなく、中央アフリカ農業研究会議忙対する昆虫誘引物質の研究で

ある（総額 10 0千ポンド）。

6) 齊先所は海外からおく命られてくるサンプルの分析を行なっている。アフラトキシンのサンプルは、

1 9 6 3年 445、 6 4年 47 9、 65年 14 3、 6 6年 10 6と研究の進展忙応じた分析を行なっ

ている。その他のサンプルについては 19 6 6年 15 9個 (1個あたり 20サンプルまではいってい

る）の分析依頼があった。

9. 農業機械研究所（海外連絡研究室）

〔National Institute of Agricultural Engineering,Overseas 

Liaison Unit) 

1) 農業研究会議の下にある State Aided Instituteであり、国立機関ではない。しかし、

-11-



現在では経費のほとんと全部が農業研究会議から出されており、農業研究会議妃は国扉から金がでて

いるので、事実上は国立機関といってもさしつかえないようである。この研究所は本来、英本国iてお

ける農業機械の研究を行なうことを目的としている。研究所自体の予算はずへて英本国のため11':使わ

れ、海外連絡研究室の予算は、海外開発省から別途交付されるものである。したがって、海外連絡研

究室は、国内の農業機械研究機関である農業機械研究所妬組み込まれているが、監監官庁は別であり、

経費のソースも別になっている。

2) 海外連絡研究室は、海外の間題を解決ずるために整備された国内研究機関を活用するためのもので

あると説明されたか、現実記海外連絡研究室のとり組んでいる問題は、国内の試験研究とは全くとい

っていいほと関連のないもののように見受けられた。たとえば、人力の田梢機を例冗とれは、海外連

絡研究室の仕事は、農業機械のプロトタイプをつくるだけであり、現地の条件陀あわせて改善が加え

られるとはいっても、農業機械研究所はもちろん、英本国冗は、水田もなければ稲もないといったあ

りさまである。そこで、田植機のプロトタイプをつくる匠あたって、人工水田をつくり、そこでの実

験をもと陀田植張の開発を行なったということである。

海外連絡研究室の最近の成果としては、水稲用小梨脱穀機の開発があげられた。これは携帯可能て

穀粒の損傷がほとんどないということであった。これは英国の会社で生産匠移されており、そのほか

多用途畜力農具（商業的に生産中）、 1輪トラククー、水稲脱穀調整機〔 rice processing〕ヽ

棉花摘取機〔 cotton stalk puller)、単純構造のボンプCs i mp l e pump〕 などがあ

る。

3) このような小農向けの機械の開発よりも、農業機械に関する技術指導 (advisory work〕が

現地における主たる仕事となっているとのことであった。

4) 農業機械研究所は、総務部のほか技術部〔 Engineering Div.〕、機械化部〔Mechanizat10n 

Di v.J、環境制御部〔 Envi r o nme n ta I Con t r o I Div.〕、農業用施設情報部Farm 

Buildings and Information Div.JC農業用施設匠ついては研究室の構成を目下検討

中）、検査部 ('resting Div、Jからなり、そのほか海外連絡研究室が組織図上くみこまれている。

また農漁食糧省の農業改良普及連絡室(National Agricultural Advisovy Service 

Liaison Unit〕が研究所と密接な関係にある。これは 4人で機械化専門技術員〔Chief

Me c ha n i z a t i o n Ad v i s o r y O f f i c e r Jかその長となっている。

研究各部のうも環境制御部では．グロースチェンバー〔 growth chamber〕の製作会社のため

の試作などをやっているほか、各種温室の性能試験等を行なっている。また検査部は、別段法律上の

検壺権限といったものはなく、むしろ利用者のための検査業務（または試験業務）を行なっている。

最近ではトラクター運転手の安全保持のための Shelter〔保護枠〕の研究など忙力を入れてい勾：

うである。

5) 農業機械研究所は、前述のよう匠国立の機関ではなく、英国農業機械研究協会(British

Society for Research in Agricutural Engineering)の研究所であり冷そ

の敷地はグレイ伯爵が 7世紀忙わたって領有していたもので、研究所の建物は 18 3 6年忙建てられ

た伯爵の 8度目の邸宅である。

研究所に海外開発省所管の海外連絡研究室があるので、研究所は、海外開発省はもちろん、貿易省
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〔Board of Trade〕、全国研究悶発鳩会 (National Research Development 

Oorporat ion〕ヽ 〔Tropical Products Institute]およ

貯蔵産品センター「 Trぃpica! Stored Products CentreJと

10. 王立植物園「 ']1he Royal Bot an ica I Gardens,Kew〕

1) 王立植物園は 18 4 1年設立されたもので、一般に信しられている公国てはなく

であり、農漁食雇省の所属てある。

る。

植物園の各部の主たる役割：よ、植物や植物材料〔plant materials〕 の精確な属、種等の

であり、収集標本は材料の生死をとわずこの目的で集められている。（訊観賞植物たると経済梢物にる

を間わず植物材和の配布のセンクーである。 C的庭菌士〔GardenerJの投成機関でもある。すなわち、

毎年各国から 20人を採用し 3年間のコースで資格 (Kew Diploma〕を与えている。こと陀麟限

亜熱帯の英連邦諸国等忙収集した有用植物を供給して各国の熱帯農業の開発に大ぎな貞献をはたした。

この植物国から配布された植物に由来するインドのキニーネの (1 8 6 1 ）、マラヤの

ゴム産業の開発 (18 7 7年導入）等の業績は忘れることのでぎないものてある。

2) 前述のよう[/[世界各地の植物の収集、保存、同定、配布も庭園士の養成等であり、なお梢物導入お

よひ配布に伴う棺物防疫上の業務は農漁食糧省の所轄であるが、 Kewではとく匠防除の困難なウイlレ

ス病等の病害、害虫の各国への伝搬を防ぐための中紹所の役目をしている。すなわち、現在はバナナ、

ココア、サトウキビ等はここのガラス室内て•一定期間栽培し防疫上の処置かとられ安全なものが供給

されている。

3) 以上の業務を行なうため次の組蔽になっている。

(1) 本部（総務）

(2) 収集植物の保存〔 diving collectionsJいわゆる植物面約 30 0ェーカーの面積があり、

W o o d la n d a re aには樹木、灌木の各種が保存栽植されている。熱帯、亜熱帯の植物ま約 15 

の中型温室忙丈の高いヤシ類、湿苦植物などはそれぞれPlan House, Temperate House 

などの超大型の温室に保存栽植されている。

(3) 博物館 (Museum〕

一般博物館 (General Museum〕（重要な産業を開発する尻役立った槙物や植物材料の標本

の展示等）と樹木材博物館 CWo o d Muse umJ (厚板の標本、材の利用の解説等の展示等）

(4) i直物標本陳列所(HerbariumJと図書館〔Library]

ここのHerbariumぱ 18 5 2年創設された世界で最も完備したHerba r i umてある。 葉

標本 70 0対点、保存液に入れガラスひんに保存されている花や果物の標本 27, 0 0 0等がある。

この莫大な収集聘口豆まここ匠所属する植物学、分類学の研究者か英連邦諸国等から送られてくる植

物標本の同定、分類、命名、 リスト、モノグラフ作成忙利用されている。これらの研究成果はKew

Bulletin(現在 92巻）， Bota 11 i ca I Mag,, z in e (1 7 5巻）に印刷されており、新種の

植物は Index Kcwensis陀記録されている J 現在は、研究者はFlora 、)f West 

Tropical Africaの第 2版の完成妬従事している。

図害館は 18 5 2年設立し世界で最も完偏した植物学、こと忙分類学の 1 レクシコンであり、医
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書 l0万巻と l3万のレ／リントをもつ。

¥5) a O d re I l Lq b Ola t Ory 

1 8 7 6 

をもっている。

冷現在は罰塾の 冤小さし し

4名の客員研究員がい

る。これら

4) 人 員

同化冷 って＼ヽ る。

研究員

人数

約 40 

〔constable〕 6。
ほか

備

がいる
Laboratory尻

考

Herbariumと Jodrell
る。

総務、管理

庭園士

計

0

0

0

 

5

0

5

 

1

2

 

ほか 60人の学生の るヽ。

なお、研究者のうち海外開発省のLiaison Officer 

5) 予

年間 5億円のうち

俸給費

れている。

管理費

光熱水料費等

事務費

約3.6億

0. 1 

1.0 

0. 3 

植物ポノトの補給

光熱水料、建物、ホイラー補修補給
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ヽ
フランス応翡 熱鬱農

務局 (OH,S'l'OM)

Et ab l i s semen t pub l i c 11 a l i o 11 a l 〔公施設］てあり 19 4 3年 10月

1 1日付法律で設立され、 1 9 6 0年 8月9日付政令 (D&cret〕

（参考 1.) Etablissement pliblic 

l 7~ l 8世紀に王立財団として発足して以来の歴史をもつ。

概念：公施設とは「法人格を付与された特殊の公役務である」「国県の公役務の一部を代わっ

て執行するものであり、国または地方公共団体冗従属しなからも、国または地方公共団体

から分離された一つの法主体としての法人柘をもつ」「設置の目的という限定され

範囲内で、特殊の専門的な事業を執行する」「ある範囲の行政的、財政的な目

有する」

⑫ 行政的な公役務ーー文化、教育、学校、社会福祉、財政、研究、職業代表機関。

商業的な公役務.. 交通、通信、保険、銀行、信用基金、化学生産物その仙の種々

業の 2種類があり、国の公施設だけで 17 8。（コンノア）

③ 公施設の管理者陀よってされた決定は、行政行為であり、公施設に所属する職員は、官吏を定

義する他の要素の存する範囲内において、官吏の資格を有する。

④ 公施設は、行政の監督匠服する。おもなものだけでも、管理職員の任命、ある種の議決または

決定の認可、予算の認可、決等の認可等冗及ぶ。

（参考 2.) 

営造物 国又は公共団体I疋より特定の公の目的四供される人的物的施設の統一体をいう。学問上

は、公企業という場合多し。

（参考 3.) S o c i & t~ d'E t a t , As s o c i a t i o n 

(1) 熱帯畜産獣医研究所 (Etablissement Public〕

(2) 熱帯林業技術センター (Soci~te d'EtatJ 

(3) 熟帯農業食糧作物研究所(Association〕

フランス匠おける熱帯農業研究機関としては、組緑上、 Etablissement publicの

ほか妬 Soci~t も d'Etatと Associationがある。いずれも法律に甚づき設立される

法人であるが、公的な性格は、 Etablissement public が最も強く Soci も t~

d IE tat , As soc i at i onの順陀弱くなっているようである。たとえば資金的に Etabl←

s s e me n t pub I i cは、全額国費、 Soci~t も d I Et a tは国費のほか民間の資金も入れ

うるが、どもらかといえば国が主で民間が従、 Associationは、民間の資金が主で国の助

成は従といった仕分けがされるが、熱帯農業関係研究隈関は、このような一般原則とは関係なく、

いずれもほとんど全額を国庫から受けている。

なお、 7 ランスの国立機関と比べた場合の長所として、

①国立機関よりも活動が自由匠でぎる。②相手国政府、国連特別基金、等との契約が自分で
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できる。⑧外国人をやとえるなどが勺あげられるという。

〔Mnist0re de !'Education Nationale〕と 〔Se

ta「1at d'Etat aux Affaires Etrang~res Char de !a Cooptra-

t ion〕〇） ある。

3) 任務 ORST()Mは熱帯また 忙属する諸国冗関係した自 人文科学全般（原子

カ、鉱業、建設を除く）の基礎研究およひ教育を行なう。このため、 OHSTOMは、悔外における料

学技術研究の専門家を確保しており、それは自然科学、人文科学の友らゆる分野応わたっている。た

とえば、医学、海洋学、社会学、 Plant Biologyなど。たたし獣医学は含まない。

4) 費用分担 ORSTOMO)行なう研究は、基礎研究であり、これは、特定の国尻直接利益を辱える

ものでないので、 ORSTOMが、経費の全額を負担する。しかし、短期の試験研究は通常、紆費の

1/2を関係国が負担ずる。

それぞれの科学分野尻ついて技術委員会〔 Comi tも Technique〕があり、

る。技術委員会は全部で 16あり、分野は次のとおりである。

土壌物理学［（託 ophysiqueJ、地質学 (Gtologie〕、土壌学 (Pしdo!ogieJ、水理

規訓してい

学〔 HydrologieJ, よ [ ()c~anographie et Hydrobiologie〕ヽ

土壌生物学〔 Biologie des S(、ls入梢物学〔Botanique et Biologte 

v~g~tale 〕、植物病理学および応用動物学〔Phytopathologie et Zoologie 

I 
appl iqueeJ、 および品種改良〔 Bio log i e e t Am& I i or a t i on de s 

plantes utilesJ、農学 CAgron om i e J、微生物冷寄生虫学、衛生昆虫学〔M1c r o -

biologie, Parasi tologie,Entomologie m&dicale〕℃ 栄養学ぷutrit ion〕．さ

会学およ (Soc i o log i e e t P s y c hos o c i o log i e〕、舒済学および人

〔Economie et D&mographie入地理学 CGもographie〕、 歴史

学、考占学、 戸語学 CEth no Io g i e, Hist o ire, Arch~o log i e, Muヽ t'ologie,

Linguistique) 

5) 他の機関との協力

ORSTOMは、他の試験研究およひ開発機関と密接な連携を保っている。これらの機関は、補充的

な役割を果たし、また同意された協力の範囲内で協同して活動する。これらの機関の間t尼は、なんの

ヒエラ；レヒーもない。

一方において、 ORSTOMは、より以上応利害忙関係のない Cct も sint~ress~) 性格をもった

研究をしている機関と関連をもっている。このような機閑としては、パリ大学経済社会虜発研究所・

(Institut pour le D~veloppement }Jconomique et Social de 

l1Universit& de Paris)、CNI臼〔Ce n t r e N a t i o n a l ct e s Re c he r c h e s 

Scient1fiques〕がある。

他万、 OltSTOMは、より以上実用的な任務をも）た応用研究 (recherche appl iqJeeJ 

を行な万ている［幾［関とも1州連をもっていん。 OttSTOMは、しはしは、これらの機閃との

し、同じく人員を供与する。たとえば、 1凡'I_T尻属する 90名の職員のうお、 4 5名は

OltS'r()Mからの出向者である。
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さら｝て, ORSTOMのDirecteur nlraiは、海外忙おげ 陀している研

究所それぞれ (Oonseil d1Administration〕の構成員となっている。

最後鳳 ORSTOMの活動は、また、

DもveloppementJの

なって＼ヽ る 〔Sociもtbs de 

ヌ：~o 

6) 

(1) ORS'l'OMは、国際機関または、外国の政府機1月陀対し、それらの要請にもとづき職員を脈遣す

ることがでぎる。

この職員は、 計画のみ尻出向させるもので、外務省の協力課 (SectionCooper otion 

du Minist~'rc des Affaires Etrangしres'j。）同意〔 accord]を得て行なわれ

グol。

たとえば、メキ、ンコからの要詞尻もとつぎ、 ORSTOMは、実用研究の ぎ

続く 2年間研究者を出向かせた。

師を供与してくれとの要望があった。

(2) ORSTOMは、海外に l6のORSTOMセンクーと l0の永続的missionをもっている。さら兄

カンホジアの農業学校の設立の場合匠は、 OHSTOMに教

現地政府の要請紅もとつき＇、現地の国立研究機関の連営管理を行なっていな現地試験研究機関の運

営管理ある¥,'はミッション は一般的陀、現地の科学技術研究調整委旦会〔Comi tも de 

Coordination de la Recherche Scientifique et 'I'echnique〕妬よって

調整される。この委員 ほとんど全部のフランス語を話す国尻置かれている。

ORSTOMの研究者の大部分は、海外に派遣される J これらの研究者は、現地て使うことのでぎる

研究手段で研究を網続する、研究手段が不十分な場合忙は、研究者は、パリ妃派遣され、OlWTOM

の中央科学研究所〔 Services Scientifiques Centraux〕（パリ郊外のホンディ尻

ある）で、理科大学、 IN凡＼〔 Instiut National de la Recherche Agrono-

m1 q ne Jまたは、 CNRSと関連をもって、研究する。

OR,STOMの海外活動は、文化．科学忙関する相互に合急苔れたt砂定の枠内で実胸される。これ

らの協定は1日フランス植民地のほとんどすべてと締結されており、締結国の間での学者および科学

者の交流の自由を確立した。

7) ORSTOMの活動と技術協力との

(1) ORSTOMの活動は技術協力の枠内 Ir[入る。たたし、 ORSTOMと関係のない技術協力もあり、

教育、原子力、 どがこれ匠当たる。

(2) 一般に外交ルートを通しる とノランス政斤『0)励定を締結し、技術的内容の約束を

ORSTOM. が紹ふと＼ヽう形をとる。たとえはぺ！レー［で対しては、フラ／スの外務省かぺJレー政府と

外交交沙をして陥定を結んた。［召定締結悛、 OllSTOMか、ぺJレーの試験研究機関との間冗私的な

リのパストール研究所と

う。この金はフランス

これと向外のハストー］し9

る。カンホジア忙ついては、パ

は、 る。

(3) フランス 尻ガ］］（主 tこしよOHSTOMび） ）は、アフリカ、マダカスカ］レ て

＼ヽるか、これは、東南アジア 0)カンホ:)ア、ラオス、ベトナムは、アフリカ、マダ刀人カルよりも

l 0 年以lご 1印i]忙独立して＼ヽるためで、好み〔 pr~fbrenceJ の間姐てはなく、政冶的な立場の相
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違の間題である。

(4) ORSTOMの研究は、 のためのみしてなされる。たとえば産品の それを生荏

する国のため冗なる。もしJろん、 としてフランス をうけるが、 し、ジ

た面では洛フフンスの列益応反する。

(G) ORSTOM 

の研究組織0〕

そいlこげを切りはなして評Ii祖ずろことはで翌な＼。そ フランス全体

ある。

(6) ORS'l'OMの職員は、

される。

られ立庁ればならな ¥.'o

2 年間の教育をうげる。 1 年はフラ:,• スで、もう l

(7) ORSTOMの向外の試騎研究訂両は、 ORSTOMのDireC!eur Gfneralか大綱をぎめる。

ORSTOMの研究の性格は、目的基礎研究〔 directed basic research]である。応用

研究〔 applied research〕はや 2 ていない。応用研究は熱帝閲係の 7つの

行ない、 ORSTOM心これらの機閲とは直接の関係はない。

か

(8) ORSTOMは、研究者の行なう研究のイニシアティヴをとる。研究者の廂外派遣はヽ技術委員会

が検討をし、その承認を得た具体的な研究計画忙ついてのみ行なわれる。

ORSTOMは研究活動の監督調整を行なう。

海外派直職員は引ぎ続ぎ本国の施設と関係をもって研究を続行する。また、 ORSTOM

実廊されている研究の全体に参加する。

海外派遣研究職員の活動は、同時に技術委員会およひ技術部長 (les dirccteurs 

techniques)冗よって評価される。

(9) ORSTOMの研究者は、海外で、その研究活動の大部分を行なうよう連命つけられている。これ

に対しオランダの同種の研究者は、海外実習がその経歴のひとつの段階I疋すぎない。

(10) ORSrroMは、外部の有能の士の援助を求めている。 25 0人以上の科学者または大学の人が

1 6の技術委員会におかれている。

(11) ORSTOMの職員の俸給は、公務員（研究職）俸給表とだいたい同じ、旅費なとはちかうことも

ある。

2. ORSTOM中央科学研究所

1) 組織 Etablissernent publicである ORSTOMの事務屈とはなれてパリ近郊の

Bondyにある。 同一建物の中冗 ORSTOMの中央費料部(Service Central de 

Documentationがある。

2) 任務 中央科学研究所の任務は、次の三つである。

(1) 基礎研究

(2) 分析・資料のサービス

(3) 教育研修

基礎研究は、 ORSTOMの設定した諜題およひ旧フランス梢民地てあった諸国の政府からの特別1

の要請により行なわれる。
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分析サービス

rep a っ y 

0) ortSTOMセンターそ (I〗

work〕として行なって＼ヽる。

研究磯鳴か阿究を実旅する準崎的

ための施設をもってい

る゜ れぷ主として！日植民地忙対ず 長助を目的と しヽ，；こ、
c; O また、 〔carto---

grap le〕を行！ふ ・c:て＼、る。これl'Cは

人口密度り〉旭図、

ととも忙士壌図℃

ある 3 縮尺しよ 1// l O O万、図江ら、海洋！叫

柏Iーし図、 雨葦図のぼ

1 / 5 0万、 1,,./4()

万苓 ー

係する

数予サンプルを 12名で行ぢっている。

このうお研究者は 1人たげ

も℃ 年間 50 0 0 

し‘る。

2 0万匂さまさま

Bond 

麦）心力＼最もくいし＂、土性凶は 1/ l 0万しり粋尺でもった。

では 10 

Bondyは、

象とし こ

1-立 。

Vこつ＼、て 1サン iレ

'
 

A
}
 

9
3
 

これ冗閃

とを了「なっており、

5の要土の決正を行なって

サービス 0)中央七ンターとして 0)

の全分野忙わたって行なっている。

果たしている。

（）凡S'『OM全

も含むか人文科学についてはここではやっていない。（なお、同じくパリ近郊

No gen tにある IRATと同一構内尻教育研修施設かあるか、

水準として

Bondyの中央研究

行な＼‘ヽ

研究の解釈万法〔 interpretation

計的方法 (statistic

3) 予訊人員

しのであるという。

(Diplomat 

コースは 2年間で、

me tho d〕

method Of 

そこ

）
 

1年はフランス、

瓦限ら訊ている。

もう 1年は熱骨の現地で

ORS'I'OMJを発行する。

なお、 Bondyては、研究に関する種々の方法論の研究を行なっている。

すなわち、研究方法〔 research method」、観察方法〔 observat 1 on method] 、

research〕等であり、 さらに、統

かっている。

Bondyの予算は、人件喪を除ぎ約 90万フラン。 (ORS'l'OM全体0)予算は、人件

費を含め 74白万フラン）、 人員は約 20 0人で、

ある。 (ORS'l'OM全体の人員は、臼究者、

門 90 0 

（注）

2, l O 0名で克る。）

出向研究者 c hercheurs 

うち研究者、

1. 2 0 0人のうも、

1 6 0人、監坪部門 40人て

~ 廿 1 0 0名、骨理部

I I 
detaches 

3. 

、
)
、
.
j

1

2

 

熱帯農業食用作物研究所

織組

監督官庁

(IRAT〕

Associationで、

IRA'11は、民間法人である（（）て、形式的衣監督官庁は内務省ということになるようで

これは、所長とかAdmin i s t r a t I v c 

1 9 6 0年に設立された。

ある。た

て

Cnunci Iの構成員の任命手続ぎについ

ということであり、事業予算は外務省（機構上は励力省か廃止になり、外務省たか実態

は、外務省とは別の事務所を構えており、仕事も別虞やっているという観念が一般的リ）もよう）から

出ているようである。

たる民間法人とはいえず、

B) 任

もっとも、所長の任命等忙ついて監督官庁の承認を要するといりことは、純然

ある程度わか国の「特殊法人」の殴素も1冊えているといえる。

務

ための水需拠

IRATの任務は、農学一般の研究である。すなわち、 1嬢、作物0)病虫害防除、栽培OJ

その他農業技術一般について研究している。その他、他の研究機由でやってい在い作
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とく叫 球根類〔 tubercules〕，サトウキビ、タパコ、 「 ~pice 〕およひ飼

料作〔 cultures fourragercs〕゜）間頴忙とり組んで＼ヽる。

4) 研究の内容 IRATは基礎研究 [recherche fondarnentale〕は少ししかやってし、な

い。 IRATでの研究は、一般的冗具休的な間題解決のためのものである（応用桐究が主体で克る）。

Analyses pedolo旦iquesとか、人間の栄養となる作物栽培陀関する濡室における研究と

かが最も多 ¥,'o

IRATの研究は、大部分かアフリカ冗関するものであるが、ラテンアメリカ忙ついてもやっている。

lRATはこれらの地域の緊急忙鮒決を要する間題を研究しており、アフリカの土壌肥料の研究匠つい

ては、非常な重点を置いて実施してぎている。

5) y籠外、

(1) I HATの向外ての出動は、フランス政府と現地政府との一形臼勺協定か基本となっている。 IItAT

はこの一般的I砂定冗基つぎ農業技術冗関する伍究を 2~3年のタイムリミ/卜の中でやっている。

現地政府は、 ORSTO¥,f冗要談することもでぎるし、 IRAT匠要請することもでぎる。 I凡＼＇「

忙要請する場合は、登費の 1/2は、現地政府か負担しなげれはならない。

ORSTOMの場合は、全額フラ／ス政府で支払う。これは、研究の性格がORSTOMの場合は、基

なので、要請のあった囚たげが受益するものではないが、 IRATの場合は、直接現地政府に

ものだからである。 [ RATの場合でもフランス政府が現地記派遣する研究者の人件費以外ま

現地政府か全部負担することもある。

(2) IRA'rの湘外活動についての現地政府の負担の具体的な支払い万法は次のとおりである。すなわ

お、 IRATは海外冗研究施設をもっていないか、現地政府の研究機関に IRAT o) a g e n t (1人て、

フランス人のことも現地人のこともある）がおり、 IRAT陀研究を要請する現地政府は、自［国負担

分をフランス本国に送金する。フランス政府は、それと同額をつけ加え、 IRATを通して現地政府

の瞭員である I凡汀の agentに支払う。現地政府の要請する研究に要する経費はこのよう応して

確保される。現地政府の施設である試験研究機関冗働く IRATの研究者は、 IRATから現地政府

冗借りられているものである。

(3) I RATの海外での餅究活動は、現地政府のためのみのものであり、研究成果がフランスの役に立

つことはない。なぜならフランスは熱帯ではないから。

6) 国内での活動

(1) IRATの本部は、パリ (110,Rue de Universite,Paris,Vlle)紅あり、

Administrative staffがいる。

: 2) I RATの研究所は、パリの東の郊外Nogent匠あり、若干の施設に研究者かいる。

学、土壌、病害虫など 5つの部に分かれているが、中に経済研究を行なっている部がある。施設と

しては、上壌肥料関係、病害虫関係があり、現地に分析施設がない場合、土壌のサンプルの送付を

うけてここで分析をしている。また温室はぎわめて小規模なもので、主として pl an t pro t ec-

t ionのために使われている。

経済研究は、たとえば、どんな穀物を増産したらよいかといったことを現地政府に adviseし

ており、経済と技術との関係は、一般的な経済研究についてはないが、具体的な研究（たとえば米
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の増産）では、両者が協力している。

I凡'I..Tの研究管理体制として、専門別の Supe r v i so rが 9人おり、 海外を回っている。フラ

ンス本国忙帰ったとぎは、 IRA'l'の研究所げいる。 Supervisorの数はサトウキビが 2人のは

かは、各部門 l人ずつ。

海外忙派遣される研究者は、 IRATの職員であり、海外での研究活動は IRATでの所属研究部

長の指揮監督下忙ある。具体的には冷海外派遣研究者は研究計画を、 IRATの研究所に送付する。

それを Supervisor(研究部長かSupervisorの場合もある）が検討し必要な指示を与える。

研究報告も IRATの研究所陀送付し、専門別に Supervisorが担当研究部長とともに審査す

なこのため特別のWo r k i n g c omm i t t e eをもっている。

6) I RATの資金掠

IRATは、 associationなので政府資金以外の民間賢金も入れることがでぎる。資金源とし

ては、フランス政府からのもの、現地政府、国連特別基金等、契約の相手方からのもの、および手数

料収入その他の雑収入の 3つがある。

IRATの予算中、人件費事業費の比率は、おおむね半々である。

7) I RATの職員とその待遇 IRATの職員は、純然たる民間人、公務員からくる者、すでに他の職

業を引退した者などであるが、外国人も雇用している（ベルギー人、コンゴ人などが多く、 85名の

研究者中 15名は外国人である）。また研究者の半数くらいは、 ORSTOMからぎている。 IRAT職

員の俸給は、だいたい公務員給与と同じだが、公務員より少し高い（それは、公務員と比べて

Guarantyが少ないから）。

海外勤務手当ぱ、行先の国によって異なるが、妻子を同伴すれば家族加俸がつく。現地には、いい

フランスの学校があるので、子供の教育問題はないとのこと。

8) I RATとORSTOMとの関係

ORSTOMは次のような関係があるが、機構上の上下関係はない。

(1) I RATの運営審議会

Prtf s identはORSTOMからぎている。

(2) 研究者の多くは、 ORSTOMからきている。

(3) 予算要求、毎年の研究計画は、 ORSTOMも加わって検討する。

その他の熱帯関係研究機関との関係では、熱帯農業機械研究実験センクー (Centre a'E tudes 

et d'Exp~rimentation du Machinisme Agricole Tropicale)との関

係が最も密接で、同センターの予算事務は IRATで行なっている。

4。 熱帯農業機械研究実験センター

1) 組織

l 9 6 2年 9月協力省の発意で、関係各省および熱帯農林関係研究機関の同意をえて設立された。

Associationであるが、経理は IRAT忙委託している。

2) 業 務

他の熱帯専門研究所し7研究所）と熱帯林業研究センターの共通張関として、熱帯諸国の農業にお
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ける 関する 関する技術上り．）アドパイ人を行なうととも冗現地囚

行なってし、る。

3) 連営 6

I凡ATと同しく associationて肘心［して＼るか、経岬は IRA'r仮：委託して i,,<J 0 

と同じく

次の 3部〔 section〕からなる。

会をもってしヽる。
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研修部

部

人員は、エンジニア 1 2名（うも 2~3名1ま在アフリカ）

事務関係 6名

計 18名

財椋は国びらもらっているか、海外の現地政府と覧約して、現地政府からも受けている。現地国て

の研究も行なうが、期間は短い。現地国政附に助言ずるために当所の職員を短期間派虞することも主

る。

セネガルの Bambeyの農業研究センター (IRA'r)では機械の研究室があり、 THAT陀

職員が当センターの研究費をうけて機械の研究、実験を行なっているという例がある。

4) 活動内容

センクーの技術者と、装備の援助をうけて各部では、次のより 行なっズ

し、る。

(1) 責料、情報、研修部

国：つ内部からの関係査料の収集と配布、質間に対する応答のほか、季刊Tropical Agri 

cultural Mechanization を刊行している。

研修は熱筈機械化農業のコース冗よるはか、グJレープまたは個別の専門の技術センター、

製作所のワークンョノプおよび当所における実習見習いの補習研修を行なっている。ま

頼で講師を派遣し技術者研修を組織して援助でぎるようになっている。

(2) 試験、実験部

国立農業機械研究センターの援助をうけて静止実験と間場の作菜試験を行なっている（）こ礼主で

カ索引の耕転、耕種の作業張の実験が主であった，このセンターは大吼帳械ぱ価えてい臼いの

で大刑機械の研究は隣接している農業機械化研究実験センクーの援助をうげている。

熱愕の現地での研究実験は農業関係研究所の技術部局と連絡して行なわれている。

ここでの隈械のテストのほか冗現地可でのテストも行なって現地に適した

機減は現地国に推しようされる。民間から金の委託でテストすることもある。

じて新しい機械の作製に関してメーカーの指導も行なり。

(3) 経済研究部

コスト試算:収益性なとの研究を行なジている 0

られ、

(4) 研究の

--~ ~. 一



ため陀研究や

ころでは、これを援助している。

5. 熱帯林業技術センター

びぎうけている。こと陀

I I 
1) 組 繕 Societe ct'F;tatてあるか、すへて国の

会のあると

まかなわれてしヽる。セノクーの連

常は、 l 5名の委員からな

れる。委員中 l2名は1J政

会〔Conseil d1Administration〕によって行なわ

ある。

Conseil d1Adrninistration の Pr~s iden ＼、。センターの

Conseilか柏阿して政府が圧諭する。その他は、所長がOonsei lの承認どもって任命する。

2) 監督官庁 植民地省の熱帯産木材の研究所としてスタートし、植民地省の機構0)皮化に伴って協

り省の管轄下じこなり、現在は協力省か外務省冗吸収されたため、外務省の管轄―下ということになる。

国内の林業を所管している農業省 (Ministere de !'Agriculture)とはあまり密接な

関係はなく、海外の仏領地域（キアナ） Vこついて渕係かある 3

3)任 務 熱帯植民地の木材の利用が最初の目的であったこともあり、林質等木材そのものの研究

に重点が屑かれている。研究の性格としては応用研究を主体とし、研究のほかに熱帯、亜熱帯の林業

および内水面漁業の調査、作業管理等、全般を行なうことを目的としている。そのほか技術者の研修

および再教育専門家の脈遣を行なう能力を有し、また、林業およひ内水面漁業('[関する科学、技術上

の情報を広く送付している。

4) 機 構 センターの機構は、総務同、木材研究局、海外研究局およひ水産研究局忙分かれ、木材

研究局には、作業技術部〔Fo re s t r y Wo r k i n g Di v i s i on〕をはじめとする 7部があり、

海外研究局には、七性部、およひ森林病理昆虫部があり、そのほか、センターに植林およ

に関する研究を行なう任務を与えた多くの国に現地研究室をもっている。また、これら 2つの部は、

地方段階の現場紀お：｝る研究左 すでにカメル~ ン プラザビルコンゴ コートジポアー）レ等 7か国で

実施している。

水産研究局陀は、水産養魚部(i"ishery and Pish Breeding Division]およひ、

コートジポアール、マダカスカル、セネガ Jレ忙現地研究室のある養魚研究部がある。

このほか、特別な協定による研究調査を行なう技術研究調杏局およひ資料部がある。

5) 費用分担 フランス国内における費用は、全額フランス政府からでるが、海外忙ある現地研究室

の経費は、現地政府が一部を負担している。現地政府の

く、国の貧富陀よって 50劣出さないとこらもある。

6) 他の機関との関係

5 0 9ると含まっているわけではな

国芍関係の林業の試験研究機関としては、フランス林業研究所〔Res e a r c h I n s t i t u t e 

for French ForestryJが農業省の下陀ある（これは Etab I is semen t pub Ii c)。

これとの関係は、たとえば林木育種について熱罰では組織的な研究かないので、センターが国内の研

忙専門家を送ってくれるよう依頼ずるなどてある。この場合、必要怪費はセンターが支払い、

/l) Soc i~t[ d'Etatは法律に基づく法人で、その根拠法は Loi No 46-860 du30 

Avril 1946である。

~2() ..... 



身分は国内研究機関のまま。

7) 海外での活動 フランス語を話すアフリカ諸国、マダカスカルが軍点で、海外

委託されているところがある。海外の施設は、現地政府のもので、それを提供されている。

水産関係は、現住民への蛋白質食糧 0)補給を目的として行なっており、養殖している

ティラビアが主体である。

6. 熱帯国畜産獣医研究所

1) 組織 Et ab I i s semen t pub l i cてあり、その成立根拠は熱帯国畜産獣医研究法 (19 4 8年

6月8日法律第 48-9 5 1号）である。

この法律は、この提案理由の説明でも明らかにされているとおり、フランスの柏民地の畜産振興を

目的としたものであって、本文でも、 l 9 2 1年設立の外地獣医研究所(In s t i t u t d e Mfde -

c i n e V~t'e r i n a i r e E x o t i q u e Jを改組したものであって (1条）、フランス海外領士相

(Ministre de la .Franced10utre-Mer)の管轄地域を対象とする研究および教育訓

練を行ない (2条）、その財源も、フランス政府独自の財源のほか、植民地の関税の一部があてられ

(3条）さらに、研究所は、植民地総督府の監督下におかれる (5条）、といった規定かある J

そして、研究所の組織および管理規程については、政府て定める旨が規定されている (6条）。

この研究所組織令は、 l 9 5 0年 10月 31日付政令第 50-1393号で出されており、その後

1 9 6 2年 4月 l3日付政令第 62-518号で組織令は全面的に改正された。

この間の 10年以上の間に、海外植民地の独立が相つぎ、海外の情勢か全く皮わったととも冗、国

内でもフランス海外領土省（これも以前は、 もっと明確に柏民地省と呼はれていたのかこのよう匠変

わったのであるが）から協力省 (Ministere de la Coopもration)へと変わった。なお

協力省は最近外務省に吸収された。

この 19 6 2年の組織令では、研究所の任務は「熱帯地域[おける畜百昏の発展に寄与ずること応あ

る(1条）」として、法律の目的に変更を加えるような規定をしている。

研究所の運営審議会の会長の説明では、 1 9 4 8年以来、研究所の目的はいささかも変わっていな

いが、旧植民地の独立といった海外の政治情勢の変化によって、対象地域が植民地でなくなったり、

監督官庁の名称が変わったりしただけのことだから、別に法神を改正することは要しないとのことで，

あった。

2) 管理機構 E t a b I i s s em en t pu b I i cの管理機構の例として、 柊□つ＼ヽ

てやや詳細にのべることとする。なお、このような管理機構は、単に Etablissement public 

Vこ限るものではなく、熱愕農業研完を行なっている Soci~t~ d'Etatl'Cついても Association

陀ついてもほほ同様のようである。

(1) 熱帝国畜産獣医研究所は、述宮審議会陀補佐される所長によって管理される。

(2) 連営審議会の委員は、関係各省代表、 ORSTOMおよび IRATの長または代匪人冗よって構成さ

れる。（計 l4名）

(3) 運営審議会の会長は、 宜庁の長（この場合は、外務省 (Secr~tariat d1F,tat aux 

Affaires Etrangeres Chargb de la Cooperation)またはその代理人かな
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り常勁である。

の

運営

(5) 運営審議会の決定は、法令の規定により上綺の機隣の許u」を要ずる場介のげか、執行力を生ずる。

なお、予算そ

金関係については財政経済大臣の承認後でな

(6) 

(7) 

(8) 管理委員会は、

委員 2名の計5名で構成される。

(9) 

(l(l) 研究所長は、また科学・技術諮間

国）科学・技術諮間 研究所長が議長となり、農業省担当官、 OHSTOM、 I凡AT, パストゥ

ー］レ研究所の長またはその代理人、ア］レフォー］レ獣医学校長、国立農業研究所長、

名）、といった科学技術分野からの委員 12名

科学。

研究所の長も出席できる。

(1:3) 

運営審議会の実質上の

管理委員会は、

上の示唆を

そ

研究所の

ょヽ（
 

• 財産関係、研究所の締結すべぎ協約に

協約冷研究所り）

財政経済人臣冷

きな¥'o

として管理委員会がおかれる。

管理委員会は冷主として研究所運営の行政面を担当する。

いて

または研究所長の召集忙より、少なくと

研究（教育）

それぞれの代理人および連営審議会の

8回開催する。

匠よって補佐される。

される。

くとも年 2回、所長（研究所長）が召集して開げする。

科学・技術諮間会議は、研究（教育）計画、研究実胴に関する

よび資

(0 

これは外国の

見のとりまとめ、研究吋両遂行

する。

・cM-> 

(1崩

科学・技術諮間 下部咀翫として核数の く。

常設科学技術委員会は、必要の都度会合する。

この関係を図示ずれば次のようになる。

熱罰国畜産獣医研究rJiの管理機構

弓~！長

「―~ ~ ・ ・ヽ.'
l 常夜科学技術委員会
I 

： 一● ｛ 役 数 ）
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注
~

ついての日本語とフランス詣との対比は次のとおり。
0 on s e i l d1 Ad mi n i s t r a t i on 
）会長 Prilsident 

所長 Dire9teur 叫 n~r a I 
Oomite de Direction 

0 o n s e i l Co n s u l t a t i f, S c i e n i i f 1 q n e 
Technique 

・技術委員会（複数） Commissions 
Scientifiques 

Ct 

P e rm an e n t c s 
et Techniques 
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（参考 1)

1 9 4 8年 6月 8日付法袢第 48-951号

熟帝国畜産獣医研究所設立の件

理由の祝切

フランス梢民地は多数の家畜類を所十し、 1 :l 3 6年現在てその価値は 16 0億；＇ランと推定された。

その家畜類は、畜産課の職員数の不足及ひ活動方法の利用か不十分かため拙劣な経営状態におかれている。

現状を；；えは、わが植民地の家畜は、発育がぢそく、生産物の品質は優良とはいえないっ計画の地位はきわめて重

要て、是非確'.[.しなげれはならないにも向わらず、それは聾としご経済口直または地冗の社会計画の基磋の上1で立っ

てし、な ¥'o

わが海外領土い缶産を向」＿ぎ翌その由数をふ笑"-'

実現するためiては、

l 扇質ともに十分な投術駿員の補允と壺成

るため匠ぱ、また、その牛産物の合理的関辛：

2 j訊員 ，J）作業の使判を l\i ること、欄！保も、畜産技術の二~ 喜、畜危物の国発力法の改善により、並ひに B 励回

的て的確な作笑五「画を樹立すること Vこよ-,-c牛産局を増）く『ること。

3 柏民地り）畜産またば荻畜0)託)'!,、畜産物［ごた『さわる内地または梢民地のすへての技衛名、砂ての行政組緑一

本省ま｝ーは憧J叉＇`地和：督恥り） --J--、、Cu)共同体、 ずへての個人［て、最大限の便宜ど匁J果`＇こてれら <I)¥c動：,,: 役立

得る正量かつ、二全な参考資応を已山にふ」用させることか必要である。

以__L::3カ条Ci)J止条にこたえるためiては、同時：て次の機陀を見たず機関をフフンス忙創設｝る必要か克る

畜症課緑旦J)不肖充．壺成七:.、ター

研究ぶ遁壼センター

参考資料セ／ター

下院．及び上院は法案を蕃議し、下院はそれを 1刃決した。

よって共和信」大統領は、下記の内容をもバこの法律を公句する。

第 1条 1 9 & 9年 6月 24日付政令によりフランス海外領十省所属となった外地獣医研究所を熱碧国畜産・獣医

研究所忙改組ずる。フランス海外領土相の権限I付尻おかれるこの伍先！〕iぶ、法人格を与えられる公共機関とし、独

立財政を建前とする。

第 2条 熱帯国畜産・獣医佃究所は、フランス海外領七相管轄下の諸地域iておける畜産の発展及び改善に必要なすべ

ての科学技術研究及び調査を行ない、それらを調整することを使命とする。

研究所ほ、牧畜及び畜産の業務筐つく技術者を査成し、専門教育を施す。

研究所尻は、熱帯諸国忙おける牧畜と畜産忙適する参考資料、教育セ 1/.ターを＇置く。

第 8条 研究所の財源は、次のものから構成される。

1 フランス海外領士省の予算Ire組み込まれる国家の例年補助金

2 フランス海外領土省附属の各地域から支出される例年補助金

3 あらゆる性質の税収入、税に関してはフランス准外領土省所属附属諸地域から輸出される畜産物全体、または

それらの地域佼輸入される向性質の産物衣つぎ、地域の利益を計るため忙税制を設けることがでーぎる。

4 その他の＇臼庁または公共機関から支出されるあらゆる性質の補助金、贈与、遺訥、寄付及ひ共同費金

5 あらゆる性質の財産和得

第 4条 研究所の管理は、岬事会に補佐される門事長忙よって確保される。

第 5条 研究所は、植民地総督府の監督の↑忙おかれる。財政監督ば舒済相の任命する監督官Vてよって確保される。

第 6条 フランス海外領土相及び財政相の副著する政令が研究所の粗緑及ひ管理規定を定めるものとする。

本法は［月法として施行せられる。

於パリ作成 1 9 4 8年 6月

バンサン，オリォル

共和国大統領の命匹より

閣僚会議議長

ンューマン

財政経済相

Jレネ，メイエ

フランス海外領土相

ボール，コストフロレ

（農林水産技杭会議事務局の仮訳）
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クシう／ス海外領七省
.. . .... 

熱警国畜産獣医研究所くり組織を規定する

1 9 5 0牛 l0月B1日付政令第 50 -.l ;l ¥l ;l 

I fl 5 0年 ll月8日宜報(l,4 L 9ペーン）

闇僚会議議長は

: 7・jノス而外領上相、財政・経済相、予算相の報告化悲＇ぅ喜吝ヽ

この政合を公布する。

第 1節 目 的

第 i条熱帯国畜産獣医研先所は、次の目的をもつい

l 7 ノンス海外領七柑管轄下の諸地域に翡ける畜産と

研究を指導し、引受け、協力する。

にかんか人

させゞ改善するためのあらゆる調査｀

ぇ 海外領士相所賀地域で牧畜・畜産('.)業務尻従惰する技術苔を養成し、専門教育を施す。

3 熱骨諸国の牧畜・畜産に適する参若資料及び教育ヒ／ター一を沿く。

第 2節出 織

第 2条 熱警国冷産獣医研究所紅は、次の機関が包含される。

内地1て芦いて 4名［＼研究及ひ実験支所（複数）、教育センター、参考資料ヒンター

外地筐埠いて 専門の研究及び史験磯関（複数）

第3条 熱愕国畜産獣医研完所（哩事）長は、フランス悔外相の提案筐基ついて作成された政令I'ごより、柏民地の畜

産に関係し、かつ、獣医学博土〇称号所有者である公務旦中から 1憂先順になへた：~ 名の適格者を蕃査した上で任命

される。

この名簿は、研究所理市会及ひ改善委貝会り合同審議{Iこよって作成される。

岬事長は、次の権限をもつ。

1 研究所の設備管理を確保する。この仕事は、理事会、 1名の秘ー甚, l名の出納係によって汁佐される。

ぇ 州究所に属する各組織の指導、職務、作業調整技術計両を砒保ずる。

8 研究案を作成し、研究所改菩委員会の検討に委ねる。

令 予算案を準備し、研究所坪事会の検討に委ねる。

5 研究所に属する各祖織の活動と、一面に誨いて、牧畜・畜産物、動物疾病にかかわる内地及ひ外地の叶究及ひ

技罰業務諸機関の活動、他面vて沿いて、同様の作業にかかわる諸外国の研究及ひ技術業務諸機関の活動との調整

を計る。

第 4条 研究及ひ実験支所は、研究所改善委員会の意見に諮った!i'.)ち理れ長か確定し伍究案を適用し、侮外諸地域匹

翡ける牧畜及ひ畜産物の開発に伴う科学的・経済的諸間題を研究対象とする作業を実現する。支所の組織は、省令

匹よって決定されるものとする。

第 5条 教育センターには、熱帯諸国における畜産学、畜産物、動物朕病の教行に必要な条全ての物質的手段及ひ

f毎外諸地域における牧畜及び畜産業の業務につく職具の養成に役立つ他の稔ての資材が包合される。

第 6条 参考資料セ／ター；ては、次の機関が包含される。

調査、研究、統計局

文献部

出版部

第？条 侮外忙設けられる専門の研究・実験機関紅は、次の機関が包含される。

畜産研究機関

疾病研究機関

辛産研究隈関は、向汰冷風土順化、

るe

環境改善支たはその他の手段筐よる家畜の改善に関する研究を担当す

克た、繁殖、普及ならひに飼行者「関係の地力機関の指導及び哺佐を担当する。これらの機閲匹は、それら地域に

おいて共逍の間題に当面ずる地域グルーフ磯1周及び地方磯閲か包合される。

疾病研究隈関は、熱閉病に閃する吋究の吏行を担当ずる G これら〇磯関には、それら地域筐ぷいて共追の間題に

当面ずる地域グ Jレーフ磯閃及ひ地方機閉か包含される。
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第 8条 海外で職分を果す熱帯国畜産獣医研究所の業務組織は、次の 4地方忙区分されている。

1 西アフリカ（仏領西アフリカ、 トーゴ）

2 中央アフリカ（仏領赤道アフリカ、カメルン）

3 マダガスカ jし

4 インドジナ

将来は、な姦この他忙、補助的組織が創設されることもあ

第 8節研究の調整

第9条 研究所理事長はい改善委員会の補佐を受けるものとする。 した研

究またはその途上にある研究匠ついての意見をとりまとめ..ならびに℃ 研究結果を改善または開発するためのあら

ゆる示唆を提出する役割を果すものとする。

第 10条 改善委員会は、次の委員会によって構成される。

ーーフランス海外領土省、農業・牧畜• 森林局長（議長）

ーーフラノス海外領士省、牧畜・畜産課長（副議長）

—ーフランス海外領土省、経済〗計画局長

ーー海外科学研究事務局局長

-・ フランス海外領土省℃ 農業課長

ーーフラソス海外領上省、治水森林課長

—一国立博物館長

ーーパストゥール研究所長

ー一農業省獣医局長

ー一熱帯農業技術部代表

ー一熱帯林業技術センクー所長

ー一国立アルフォール獣医学校長

ー一国立アルフォール獣医学校畜産学教授

ー一国立ァルフォール獣医学校伝染病学教授

—一国立アルフォール獣医学校寄生虫学教授

ー一熱帯国畜産獣医研究所長

ーーフランス海外領土相花よって任命される 3名の学識経験者

（それらは牧畜℃ 動物疾病、畜産経営に関する権威の故をもって選ばれる。）

フランスにおける現役の牧畜及び畜産監督官（複数）

委員会は、少なくとも 1年に 1回、第 4。四半期vc会合を開かなければならない。注た、緊急問題が生じた場合

は、研究所理事長またはフランス海外領士相の請求に基づき、臨時の会合を開くものとする。

第4節教育 組 織

第 11条 熱帯国畜産.獣医研究所の教育、試験、学位、規律に関する規定は、研究所理事長の提案に基づき、改

善委員会の意見に諮ったのち、フランス海外領土相命令によって定められる。

第l2条 次の者は、次の資格において研究所の謂義を受けることを許される。

1 予めその組織を規定する lg生6年4月6日付政令の条件において、殖民地の牧畜及び畜産教育機関の学生及

び見習獣医として

2 本人がそれを請求し、フランス海外領土相がそれに同意した場合は、高級職課程、獣医学博士課程の学生として

3 請求忙碁づき、研究所理事長の同意を得た場合は、自由聴講生として

外国の獣医または獣医学博士は、それぞれの政府の信任状を授けられた代表者の請求に基つき、研究所忙おける

受購を許されることがある。

それらの学生は、同種目のフランス人学生と同じ義務に従わなければならない。

第 5節理事会

第13条 研究所理事長は、次の理事によって謂成される理事会に補佐される。

—ーフランス海外領土省農業。牧畜•森林局長（議長）

ーフランス領土省牧畜。畜産課長（副議長）

ー（仏領）西アフリカ、（仏領）赤道アフリカ、カメルン℃ マダカスカル、インドジナのフランス共和国の高等
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汗務官のパリにおける代表

ーートーゴの共和国升務官は、仏領西アフリカ

―•一予算相代理人

-—ーフランス海外領士相 監査局長

-・ —ーフランス海外領上省経済喩計画局長

海外科学研究事務局局長

よって代理されることかある。

―—他厄研究所の財政監督官は'投票権はなぃがヽ発言権のある者とし

-・ ―-理事会書記には、研究所の職員 1名をこれに充てる

名 l4条理事会は》議長の召集に基づき、少なくとも 6カ月忙 1回会合を開く。

会合は理事の過半数の請求または理事長の請求匠基づいて開かなければならない。

る。

理事会決議は、少なくとも現役理事半数が出席しなければ有効とならない。贅否同数の場合はし議長の l票に採

決権がある。

議長の署名を得た理事会報告書は、会合終了の日から 1週間の中匹フランス梅外領土相宛てに提出される。

第l5条理事会は、次の題目について議決する。

1 予算、借入金、共同資金、準備金

2 理事長勘定及び会計役勘定

8 研究所ゐ利益のために徴収する諸税、賦課金の制定

4 研究所の利益となる贈烏、遺贈の受入れ及びその利用

5 土地または不動産の取得、賃貸借、譲渡、交換

6 不動産の建設及び大規模の修理

7 準備金の設定及び運用

8 2 0万フラン以上の土木工事及び納入品の入札及び売買契約

9 他の組織からの協力の申入れまたは当方からの依頼

10 理事長から採決を委ねられた一切の案件

第 16条 研究所は、あらゆる不動産の払下げを懇請し、買取り、借入れて、あらゆる士地または建造物を取得し、

もしくは、その用途に充てることができる。あらゆる建造物、実験所、工場を建設し、必要品をととのえ、機械設

備をととのえることができる。あらゆる通信機関もしくは定期または不定期刊行物に公告して、第三者主たは公共

業務機関に有利なよう忙あらゆる証明、摘要、査定の処理をすることがでぎる。あらゆる勧告を与え、同種のすべ

ての組織と協力し、あらゆる会議に参加し、あらゆる展示会を組織し、もしくはそれに協力することができる。

第 17条 売買契約は、内地で行なう場合、業務、土木工事、納入品に関する国家の売買契約のため忙規定された形

式と条件において契約を結び、海外で行なうときは、当該地域における現行の売買契約の一般条件に従って契約を

結ぶ。

第 l8条理事会議長及び理事は沿無給でその職務を果すものとする。ただい理事会の会合に出席するとき、もし

くは使命を帯びて出張するときは惰各自が実際に支出する出張費及び滞在費に見合う手当の支給を受けることがで

きる。公務員に対しては、各自の等級陀適用される手当表によって支給され厖非公務員に対しては、フランス悔外

省の第 1級公務員の手当碁準に準じて支給される。

第 l9条 第8条匹規定した各地方の組織は、経営的、財政的管理機構とする。

この機構は、研究所に属する地方課長で、フランス海外省令侭よって指名された者を長とする。この課長は渇次

の委員で構成する管理委員会の補佐を受ける。

高級政府委員 総督忙よって任命される植民地行政官

財政管督官またはその代理人

当該地域の牧畜課長（複数）

地域で服務中の科学担当職員の代理人

管理委員会は、本政令第 25条に列挙した越目侭ついて審議する。その議決は、理事会て検討され、研究所理事

長の承知を受けるものとする。

第 6節財 政制度

予算

第20条 研究所の財政業務はも本政令の特殊規定をのぞ定公共会計の規則に従い、その形式を守って、管理期間
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及ひ会計年度匹より実行される。

第 2l条 叶究の予算は§ 内地部分及び洒外忙所在ずる諸機関に対して 1木とする。

各会計年度図そなえて、予算が鬼事長冗よって作成される。珂事長は、蒜そくも、予算祖成年度筐先だっ年屹）10 

月 l日定で［（（その予算案を門事会v-c提出するものとする。

理事会屈よって議決された予算案は, 7 1 /ス海外領七相及び予算相の裁決尻委ねる。

それ応は、あらゆる有効左証明、!:〈に準備金の状況忙閃ナる冶効左韮明か伴わな :Jれは左らない。

予算が承認されると' ;7 7ンス海外領土相及び大蔵相命令筐よって執行されるっ

2条 追加予算は沼各年、前会計年度終結後2;/)月以内応定めろものとずる。迫加予算こは、咽会計年度の収八

趙過分ならび応同年度の取立残金及び支払残金が含支れる。

同様沿追加予算紅は、必要を認められた追加費用を支弁ずるための支出金及びその費月］の支払い忙当てる財源、．〉

含支れる。

追加予算及び現年度中に必要を認められた修正予算左らひに会合から会合主ての期間に生した費用変更は§ 本予

算の形式と同様、予算案の提出、議決及び承惚の手続をとるものとする n

第 28条 会計年炭末に翡いて、支出応対するIf又人の超過分が現年度忙予想される必要額をこえる場合は、恐ら〈準

偉金の設定忙剖り当てられ、国債またはそ九に相当ずる有価証券0購入紅用いられる。

研究所の自由資金は沿佃判息で国庫出納所当喫勘定に預令される。

第 2土条 いかなる支出も、理事長の他筐これを約束ずることかで苔ず、叶究所の予算応叫載された正規の支出額乞

以度をこえることもできない。

連惧長は、支出の清算人てあり、第 l支払命令者であり、受領，此喜を作成する。］甲事長は、国家の売買契約尻度

する現行の規則応従って売買契約を結び、入札を処理する。

第 25条 出納の操作は、それたけを択当｝る会計役仄よって行なわれる。会計後は、偵権、遺茫、噌号及びての他

の研究所の財涜から宅ずる歳人の取立てを確保するため忙速やか筐処阿し、債務者の怠慢に対しては、必要vc応じ、

令状、通逹、起訴及び支払命令の手段をとり、賃貸借契約の満期を理下長筐予告し、時効を防彦、所布地、権利t

特権及ひ担保の保全忙万全を期し、てき得る限りの証円：（こ抵当権の登記を要求ずる仕事を個人<J)貞任に翡いて累す

丸のとする。

会計役は、主た、取立てるべき債権の示談1てよる人金を処理ずる。

失敗した場合は、国庫出納所の訴訟係及び法定代理人の機能の改善と容易さをめざす 1¥l 3 5年 l0月30日政

令第 2条に規定する条件忙苓いて、集愈請求権の執行力を与えられている岬貨長11'.:報告するものとする。会計役は、

次回の児事会筐この件の審議を委ねる義務を負う瑾事長の文苫命令筐見つく汽か、この件の訴訟を延期ずることか

でぎない。

会計役は、理屯艮から委ねられている定期の文出の支払いを担当する。会計役は、有価証券の操作を実行］る唯

ーの頁格者とす 0。

第 26条 会』役は、フランス侮外領土相、財政引臼合筐よって任一命され、万一0う場合は、更仏主たは解f千される。

会計役は、就任に先たって、会計検査院で臼誓しなけれはならず、 フフノス海外領士祖、財政．，逢済相臼合筐よ

ってその金額が定められ身許保証金の設定を正当なも(')として認めなけれけならない。

会』役の財産に設定される伍定の抵門権は、民土第え 12 1条を適用して、研究所の怖利及び伍権に帰属する。

会吋役は、財政検査監督・1s()缶査に左心られ、亙i自民；」叫癸介＇目の監督 Vこ安ねられる。公』役は、会叶検査院つ管轄

筐所属するJ

会叶役は、目この貞仕（，,）もとしこ、 呈事長(J.)ifi'J心を得、財政経沃札］の虚認を得たうえて> Vとの署名の保証を正当な

伐［咀権によって伐即人となる 1人または数人(/_)式連人筐妥ねることかて苔る。

第27条 J也事』、の凡貨勘足及ひ会計名鰐）冒理勘定は、いt')¥会の裁決に安ねるも vうとずる。

丑事会及び財政陪腎日の心見を添えた団 tr長（こ）連は嗣王は、目ij公計已及木後、)4月 l5日呵応、フ、ノンス海外領

し祖、財政・経済粗，D承認筐仄ねるものとす心。

この文円ドは、内地ならびに閲外諸地域，こぢいい叫芸，辻年度中紅叫冗戸斤ガ行なった作釆に由して、国晶長から

出ざれた報古円を硲えるも (j_)とする。

芯区条 rii, 外匹！舟在し、屯万別にリ：紹｝る試竹□1ぽdt玉邸尺1111兄所の采応蒋i蔽:/)たい（：ごは、池万1戊長か補助文払命 ,;j'

名となる。

その支出は、叶究所岬事長から地方n児長に委ねられる。
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第 2g条 向外語地域筐古いて、補助支払合令者の発ずる請求惰仄姑つく集金の取立て及ひ支出金の土払いは、梢民

地対政制度．応閃す6 dl lど'.Jil 2月；ぅ 0日付政令の条件筐お▽ヽて、州究所会井役筐代り、国庫出納所会計官、支

たはこれら（ぅ百理に閾係する会計役応よって行なわ訊る。

砂〇条 、I ノン人t詞外領七相、）材攻 e 砕済相、予算相臼合は、叶完I外の財政腎哩丈施1て閲する評細な限定事項を規

して、これを取紅るら('.)とずる。

cl l条 本政合区規定されていないすへてり事パiしぐ：関す

、現匹施化さオしている規則に仇:)ものとする

公共会計筐店いて

第 g2条 フ,;/ 7. 而外領上用、財政・経済相及ひf算相は、 If報忙公表されB フフ／ス海外領士省公報｛て記載され

る乍政令の胴打をそれぞれの所管事［貝にぢいて分担するものとずる。

• ;') /iこて作成 l 9 5 0年 l0月Bl日

R ・プレバン

（農林水五技術会議事務局の仮訳）

--31--



（参考 2)

る19 6 2年令月 l3日付政令 52,... ,,18号

首相は．

協力相の報告に基き

熱帯国畜産獣医研究所設立佼関する 1D 4 8年 6月8日付法律第 4,8-(l51号にかんがみ

共和国とその他の共同体加盟諸国との間の援助と協力に関ずる l9 5 9年 3月27日付政令第 59-402号及び

第 13条にかんがみ

参事院（公共事業部）の了解のもとに

本政令を公布すふ

第］節 目的及ひ権限

第 1条 l SJ 4 8年 6月8日付法律第 48 ..... 9 S 1号によって設立された熱帯国畜産獣医研究所 (IEMVPT)は、

法人格を辱えられ自治財政の権限を写えられた行政的性格をもつ全国的公施設とする，

研究所は、協力相の監督のもとに沿かれる。

研究所の使命ば、署熱地方、と〈紅熱帯及び赤道地帯に詣ける生産物を活用する畜産及ひその関連産業の発展及

び改善に貢献するところ匹ある。

第2条 この使命を果すため勺研究所は、次の諸任務を担当ずる0

畜産及び畜産物の開発を発展させ、改善することを目的とするあらゆる研究、調査、検吋をこれらの地方におい

て引受け、追究し、

これらの暑熱地方紅おいて活動するために集められた牧畜技術者の養成、専門教育及ひ完成化の事業忙参加し、

これらの地方の牧畜及び家畜産業に関する科学・技術資料を集め、これを普及する。

第8条 研 究 所 は

それぞれの所轄相の請求に基づき、監督相の同意を得た上で、海外諸官庁及び海外領土忙翡ける

熱苦等の諸国の同意、もしくは、それら諸国との間〖締結した協約に基き、熱帯及び赤道地方諸国紅おける

家畜の発展、開発及び健康保護活動のためにその業務機関を提供することがてきる。

研究所はまた、監督相の同意を得た上で、それを請求する国際組織に協）］することができる。

第 2節組 織

第4条 熱帯国畜産獣医研究所は、運営審議会に補佐される所長によって管理されるものとするぐ

その使命を果すために研冗所は、農業高等教育または大学教育資格免状所有の専門家及び技術者の援助を求め

るものとする。

熱沓及び赤道地万諸国との協力に関しては、研究所は、下記7条に規定する条件侭おいて、公私の組織にその業

務機関を提供するために、また、万ーの場合には、それら諸国との間に結んだ協同の取極めを実行するのに必要な

支出をそれらの組織に転付するために、公私の組織との間にあらゆる協約を締結することがで窒る~

第 5条 運営審議会は、次の委員によって構成される。

監督相またはその代理人（会長）

ザハラ、海外諸官庁及ひ領土担当国務相の代理人

陥督相のfv里人 2名

外務相の代理人

財政担当相の代理人

経済担当相の代理人

農業相の代理人

経済協同中央金庫理事長茂たはその代理人

農業省、侮外技術協力課、牧畜監査官

科学研究所代表またはその代理人

計画委員長またはその代迎人

海外科学技術研究事務局 (ORSTOM)長またはその代瑾人

熱幣農業食糧作物研究所 (IRAT)長夜たはその代理人

--3 2--



会長は、運営審議会の同意を得た上で、その出席が有益だと認めら訊るあらゆる人を会合況招くことがこぎる。

研究所長は、運営審議会の会合において、投票権はないが発言権のある顧問忙よって補佐されるものとする。

第6条 運営審議会は、会長の召集のもと［こ、年少なくと出2回開かれる。監督相及ひその代理人う；欠席J-る場合、運

営審議会の会合は、運営審議会によって選出された副議長を司会として開かれる、，所長または、委員の過半数がこ

れを請求するとぎは、運営審議会は、会合を隅かなければならないc

運営審議会の決議ぱ、少なくとも就圧委員の半数が出席するか、もしくは、代理人を出 1閉さ社ない限り、有効とな

らなし '0

連営審議会の決議ぱ、出席理事の過半数の投票において採用される。賛否同数のと幻ま、議長OJI亭（こ裁決権が

ある。

運営審議会の蕃議と決定は、特別記録噂忙記入する議事録の対象とされ、運営審議会会長または、時の会合の議

長がこれ忙署名する。

議事録の写しば、会合の日筐ひき一つづく 15日以内に監督相に提出されろものとする。

第 7条 連営審議会は、主として、次の題目筐ついて議決ずる。

1 予算、借入金、共同資金、準備金を研究所会計

2 研究所の利益となる贈辱及ひ遺贈の受入れ及びその利用

3 土地及び不動産の取得、譲渡、交換

4 準備金の設定及ひ使用

5 研究所が規定忙基く権限を実現するため忙締結することのできる協約

6 研究所が支払うべきあらゆる性質の定期支出金

7 研究所の業務の--般組織

8 研究、教育及ひ生産の一般計画

研究所運営審議会は、その権限を所長に委任することができる，，ただし、予算、年間出納及び研究、教育、生産

の一般計画忙関する事項は例外とする。

現行の法律及び規則が上級機関の許可紅よる特別の同意を要求する場合の他、運営審議会の決定は執行力を生ず

る。たたし、議事録提出後 15日以内に、監督相がその実行忙反対し、もしくは t 延期を求める場合を除く r

たたし、第 1項第 1号、第 3庄第 3号、第 4号唸第 5号に定められた項目忙関ずる決定は、監腎相及ひそれか

財政・経済相の権限に属する場合よ同相の承認を得た後でなげれば、執行することかて彦ない。

第 8条 研究所の活動をあとつけるため、管理委員会を設けるものとする。この委員会ば、あらゆる項目紅ついて議

決ずるが、そのためvc、連営審議会代表を委員に加えるものとする。

管理委員会は、次の委員によって構成される。

監督相の代理人

財攻・経済相の代理人

農業相の代理人

運営審議会が 2年年期で任命する委員 2名

研究所長またはその代理人は、委員会の会合において、投票権はないが発言権のある顧閏忙よって袖佐されるも

のとする。

管理委員会は年忙少なくとも3回、その議長または、研究所長の召集のもとに会合を関く。

第 9条熱帯国畜産獣医研究所長は

l それが獣医監団に属する獣医師から選抜される場合は、監督相の推薦忙基き、農業相O;忍見をたたした上で、

2 それが獣医監団忙属ずる獣医師または、研究所の発行する研究終了の学位免仄所有者から選抜される場合は、

監督相の推悔に基いて

命令忙よって任命される。

第10条 研究所長は、現行の法規、とく忙財政関係の辻規、すなわも、行政的性格をもつ仝り~1立公胴設の会計規則［こ

関する 19 5 3年 12月 l0日付政令の規定忙基づいて、研究所の運営を確保するものとする。

所長は訴訟tこおいて、民事上のあらゆる行為iておいて下研究所を代表する。

所長は上述の 19 5 3年 l2月 10日付政令の定める条件忙おいて、研究所の収支い1月『る第一支払命令人とだ

公。

所長は、研究所職員をその配下しておき、載員を募集し、任命し、解雇する'、
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第 l1条 1,r長0報闇は、馬督粗と財政吟怪済相と 0合同命令；こよって定勾）ら m、 ~:Oo

第 l認条 所長は、叫営審議会,vi可意に基づぎ℃ その権限／〗一部を内地支たはフプンスタトの上地て業務：てついてい

研究所の他の代理人筐委任することかで窒る

第 1g条 研究所長は、科学・技術諮間会議によって哺佐されるもし夕）こする。 研究こ教音の一般日「画及ひ実

現した研先及びその途上の研冗に関する意見をと．り祖とめ、左らひに、一般日1直り）遂行を谷易尻する穴記）［＼もし

〈は、研究成果を開応するためc')あらゆる示唆を提出ずるものとする。

第 l4条和学・技術諮間会議は、次の委員化よって構成される。

熱骨畜産・獣医研究所長（議長）

農業省、海外技術協力課、牧畜監督官

農業省＼獣医教育・研究担当技監

侮外科学・技術研究事務局(ORSTOM)長きたはその代珪人

農業・食用作物研究所 (IRAT)長またはその代理人

バリ・ハストゥール研究所長またはその代兜A

国立アルフォール獣医学校校長

アル・フォール中央獣医字研究所長

国立農業叶究所長

それそれの権威の故に監督相によって任命される科学的専門表 3名

科学・技術諮問会議は、議長召集のもと筐、少なくとも年ぷ 2[叫会合を氾く。

会議は、ヒ記委員の他、あらゆる権威ある専門家を加えることがでぎる。たたし、それらの人は、角言権はある

が投票権はない顧問としてけ議筐参加するものとする、）

フプンス外に所在する牧畜機関または研究所の長は、会議の会合応列席ずるよう招待されることかある。これら

の人々も、発言権はあるか投票権はない。

第 15条 科芍・技術諮問会議は、議長の請求筐基ぎ、研究の遂行及ひ協力の部面に翡ける研究所の活動を容易筐す

るためのあらゆる手段をその適正範囲内で示唆する任務をもつ常設科学・技術委員会を設腐することかてきる。委

員会はその委員の中から議長を選出する。

常設科学・技術委員会は、委員会議長杢たは、科学。技術諮間会議々長の召集に基き、必要の度葺に会合する

第 3節教育組織

第 l6条 研究所によって授業される熱管牧畜・獣医学晶程の研究修［免状を得るために、

業に出靡ずることを許可される。

伍究所の投

国家獣医学博士、バリ、リヨン、 ノール・-ス各大学獣医学博士、獣医学士(7)フランス＇学位免状所有者っ

少な〈とも前Jl'alこ列記した学位の一つ1て相当する外国の学位免状所有者。

国立獣区学い）卒業免状冴有学生は、研究所の授業に出席することを許可されることがあるか、博士論文提出後

でなけれは、研究修了免状を研究所から授与されることかない。

教育諜程修了免状は、獣医学博士の学位免状を所有しない学生で、研究所か髯熱地方に襄ける牧畜技術者の養成

または専門教育のために設けた実地見省期間をすごし、同期間の最終試験vこ合格した者に投号さ孔る。

第 5節財政制度

第 l7条 投資及び運営の費用は、次の財源等によって支弁される。

l 土律汀よって定められた公共財源

3 研究所との協約を夫施する国家及び共同体の払込虚

8 研究所が合法的に処理することのできるあらゆる性質の補助金、札曽号、遺贈、寄付及び紐て0財源

第 18条 熱帯畜産・獣医砧先所は, 1 ¥l 3 5年 l0月25日付政令筐よって設i寸られた財政益督制度のもと 1こ霜か

れるものとずる 0

財政晨済相によっ（任命される 1名の財政監督官か砧完所の財攻辿営C)監督を和当ずる，

財政監督官は、連＇醤審議会及ひ管罪委員会の会合筐翡いて、兌言権はあ心が投集権のない刷閲げよって袖信さ九

る。

その上ヤ研究戌の補助金の支給を受けているあらゆる性質cう紐織及び企業は刈してU, l ¥J 5 ,1、 5月2(う日付

政令第 55~-733 号に定める条件1疋おいて、国家の監督か行使される

第 19条 行政的性格をもつ全国的公共機関の会訂規則に関する lP 5 3隼 12月 ltJ日付政合か研冗所に適用されふ
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ギリスは［口の殻閏そのものが行なって＼ヽるところからくるのでしまなし、かと息われる。

なおt イギリスは、東南アジア諸国に対する 主として技術協力は、コロンボプランという

ぎわめてゆるい［且際的共同組繕（具体的陀ぱ、冷コロンボソラン ）を中核として刷段

二l日間の協定1-,こよらないぐ実施しており、アフリカ諸且1とその取り扱いを異にしているようにみえるの

ぱ柏民地刑ログの時期と「関連させて考えると巽吠お乙閂題iこと ,!,JI,われる。またフラン~ スは、東南アジア諸

「日に対してはほとんど活動を行なってし、な''o

ふ 熱帯農業研究の性格およぴ目的について

両固とも熱帯農業研究の研究としての性格は、応用研究〔Applied research〕を主体として

いるようであり、農業技術研究と経済研究とを並行的にすすめている。なおフランスの ORSTOM

にしており、目的基礎研究を主体としているとのことであった。 ORSTOMは、その対象と

する地域は執岱（とく Vこアフリカ）が中心であるが、活動分野は農業に限定されていず、原子力等を除

くすへての科学・技術分野にわたっている。イギリスの海外開発省も農業のみでなく国際協力全般を所

掌している。

また、 目的は、向国とも相手国のためのみのものと割り切っており、自国の利益は反

射的なもの冗すきないとしかえって /'.i国の利益に相反する場合もあることを強調していた。イギリスで

は熱骨産品の品四改良と現地でのエ染化の動ぎが重なると、自国の熱帯産品の二次加工業に打撃を与え

ている例をあげフランスでは、相手国から割高産品の輸入を余儀なくされることを述べていた。

4. 熱帯農業研究の費用分担

両国とも自国内ての研究経費は。人件費を含めて実際は全額固庫負担であるが、海外ての活動経費は、

相手国政府に一部負担させている。海外での直接的研究経費の 1/2を相手国政府が負担するのか原則

のように見受けられた。フランスの ORSTOMでは目的基礎研究は相手国のみが受益するのではないと

いう理由で、海外の研究旺費の全額をフランスが負担している。また海外での人件費陀ついては、イギ

リスは悔外公務援助廿画の一環として、相手国政府化補助しており、フランスは全額フランス負担のよ

うである。

5 海外施設の所有関係について

両国とも、柏民地時代に現地に作った研究施設を扉外忙おける のために主として使って

いるが、梢民地の独立に伴い、施設そのものの所有は現在は現地政府となっている。この意味でイギリ

スは現在廂外に全然抱設を所有していないが、フランスの ORSTOMのみは、海外陀 l6のORSTOM

センターを所有していると脱明された。 IRAT宝フランスの他の熱苦農業研究機関は、海外施設を所有

していない。たたし、両国とも相手国との協定に基つ彦、実質的に現地政府所有の研究機関の経堂管理

されている場合が多い。

6. 国内試験研究機関との関係について

両口とも、 と国内の農業研究組織とは詞建てになっており、両者の監督官庁
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も異なっている。

イギリスでは、 前述のとおり海外開発省が所管しており、国内農業研究は冷

究会議 (Agricultural Research OouncilJ(Royal Charter冗基づ苔

純然たる国の行政組織ではない）の下忙あり、農業研究会議そのものは形式」バ

受ける。

+・ ｛ヽ

なお、農漁食糧省は地城に実験農湯的試験場 CEx pc r i men t s t a t i on〕をもっているほか、獣

医、植物病理以外の試験研究機閃はもたず普及事業CAd v i s o r y Se r v i c e J l'Z: 、て実

施しているようである。農漁食糧省の試験研究費は、約 1億円にすぎない。

フランスでは、熱帯農業研究の統—廿り実施組織はなく、基礎研究分野一般は ORS'COMが℃ 応用研究

は獣医、作物、林業といった分野別にべつべつの組織で行なっており、監督官庁はいもおう外務省とな

っている。国内の農業関係試験研究は農業省その他各省が所管しているようである。

両国とも試験研究と教育とは、かなり密接な関連のもとに実施されているのは共通している。

熱帯農業研究と国内農業研究とは組織上はわかれているが、両者を関係づけるため陀いろいろな方伍

が講じられている。

イギリスでは、特徴のある関連体制がとられている。それはARCの管鬼下にある主要な

究機関に、熱帯農業と国内農業との連絡研究室〔Liaison UnitJまたは、連絡研究員〔L1a1son

OfficerJを海外開発省が置いていることである。英連邦農業情報局〔 CABJも文献抄録業務のた

め、国内主要農業研究機関忙それぞれ専門別のCommonwealth Bureauを鷹いており、同様な体

制をとっている。このことは四連邦関係の仕事と国内閲係の仕事との連けいをはかるため冗考え出され

たイギリス狼自の行き方ではないかと息われる。

これに対し、フランスでは、熱帯農業研究に関する中央の統一的組織がないこともひとつの原因かと

思われるが、それぞれの熱帯農業研究機関の運営審議会（またはその下部機関である管理委員会）に国

内関係各省が代表を委員として送り込んでおり、これを熱骨農業研究と国内試験研究との連絡の場とし

ている。またこの連絡審議会は、熱帯農業研究機関相互の連絡調整の場ともなっている。

なお、フランスでは、熱帯農業研究視関と国内農業研究機関とが同一の敷地内陀ある場合もある（

業機械、獣医）。

7. 国内における熱帯農業研究と海外における研究との関係について

イギリス、 フランス両国とも国内における熱帯農業研究は応用研究を主体とし（フランスの ORS'110M

のみは目的基礎研究を主体とする）、いっぽう海外における研究は、実用研究を主体として両者の一体

的運用をはかっている。わが国の地域農試が応用研究を県農試が実用研究を中心に運営されているのと

ほぼ同様の関係がイギリス、フランス本国と熱帯（とく忙アフリカ）の諸国との間妃国際的に成立して

いるとみることもできより。そしてこの場合実用研究を行なう熱苦諸国の研究機関では、イギリス、フ

ランス本国の熱帝農業研究機関の研究者が出向〔 detach]または借りられて〔 hire〕おり、さら忙

熱帯の研究機関自体の経営を委託されている場合が多いので、わが国の地域農試と県農試の関係よりも

研究面でのつながりはより密接であるとさえいえよう。同時に本国の熱帝農業研究機関ほ、それ自

熱帯農業の研究者の教育を行なっているか、または本国の教育隈関と密接な関係があるので、この面で
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も本国と との

国内における

いようで、品種改良、

る。

どちらかといえば、化学的または物理的分析といっ

まり行なわれていないような感じをりけた。

もの

か

なり力を入れているようであり、熱帯地城の各種調査の図化もフランスでは相当行なっている。

現地における研完は、普及指導事業と結ひついて、栽惰関係等現地の農業の拡大に

究を実施していることは両固妬共通である。

なお、海外におげる実際の試験研究活動について℃ イギリスでは熱帯の現地における研究計画は、現

地の実態にあわせて現地の試験研究機関がたてるのが最も適切で主るとの立場から、本国では、熱帯現

地での研究計画については、統制を加えていないということであづたが、フランスでは、現地の研究張

関が研究計画を本国に送りい｀おおう承認を受けてから実施に移すようであり、また、現地研究機関に出

向している研究者が直接、本国の研究部長の指揮を受けることとされているところ (1RAT)もある。

a 海外における研究組織について

イギリス、フランス両国とも海外における熱苦農業研究を組織化するために、多かれ少なかれ、国際

的な体制を整備しつつあるのが注目された。

(1) イキリスは、国際協力を一元的に所管している海外開発省で熱帯農業研究を実施しているが、コロ

ンボプランによる東南アジアに対する技術協力とアフリカを中心とする熱帯農業研究とは海外忙おけ

る実施体制上かなりのちがいがみられる。すなわち、コロンボプランでは、東南アジア地域外の援助

供与国と被援助国たる東南アジア諸国とが個別的な技術協力上の間題につぎ、 2国間で話し合いを行

ない技術協力を実施するという形をとっており、援助供与国は、イギリスのほかカナタ＼オーストラ

リア、ニュージーランドといった英連邦諸国、それに米国℃ 日本が加わっている。また被援助国とし

ては インド、セイロン、マラヤといった英連邦諸国のほか℃ カンボジア唸ラオス ペトナムの1日仏

印3国万オランダ領であったインドネシア、米国との関係の深いフィリピン、従来から独立国であっ

たタイ等それぞれの国の政治的な立場に関係なく地域的に東南アジア匠属する国は全部含まれており℃

最近では、プータン、韓国といった国もはいっている。コロンポプランでは、 イギリスの主導性とい

ったものは、現在はなくなっており（発生的陀は、コロンボで開かれた 19 5 0年の英連邦外相会議

陀よってコロンボプランは生まれたのであるが）数多い援助供与国の一員としての地位を占めるだけ

である。コロンボプラン t,cよるイギリスの援助ほ旧植民地に対するものに重点がおかれているとはいえ

るかもしれない。

これに反し、アフリカに対しては、コロンボプランに相当するものはなく、イギリスと相手国との

2国間または東アフリカ 3国（ケニア、ウガンタ＼タンザニア）との間にみられるような多数国間

（東アフリカ公務機構の一部）の約束に基づいて熱帯農業研究を実施している。アフリカではや対象

国が旧植民地を中心とされていることもあってか℃ イギリスの全体性は、実際にはかなりの程度発揮

されているもようである。さらに、アフリカの旧英領植民地を横に結びつける地城的研究機構を作っ

て、国際的な体制をととのえている場合もある。（たとえば中央アフリカ農業研究会議）

(2) フランスは、東南アジアに対する活動はあまり活発ではなく℃ 熱帯農業研究はアフリカに集中され

ている感がある。アフリカの次は中南米である。
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アフリカについてi丸明確な 2国間 基づい

は、アフリカの現地匹センターを所有している。

実施しており、さらにORSTOM

やはり旧フランス植民地が主体

である。これらの国は、フランス語という共通語をもっており、言葉の点から りやすいこ

と
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さ 会議（たとえ 会

哀）には、～アフリカ現地の研究機関の代表が参加して、発言の機会が与えられるよう Vこなっており、

また現地政府の研究機関の研究計画の立案なと冗は、フランス本国から出席している。

四、イタリ （
 

and i culture 0 ）
 

lll Personal Section : Associate expertはどの分野（比率は低＼、がRome

そ豆） 5 0%は expertに仄，り］される。ひとり 1200~1500 

）でもtまし ',,'o

現在すでにド

イソ 苔て＼ヽ る 3

(2) Animal Hea I th Branch, Animal Pr叫uctionand Health Division: アフリカ

インドネンア 0バリ島 忙つ された

¥3) Librar-y: P級 3人（日本人ぱSectionChief P 3原田氏ひとり） , C級 47人 (local, inter 

national半々）で人f牛費 50万トル、資料購入費 66年から 67年尻かけ、 7万ドルから 9万ドルに

閃加、そ どは送ってある、つ

- '-忌 ー一字



五、 フリカ 8国（セ

ー！）に論け

1. は じ めに

旧フランス植民地であった七ネガルでは、現地フランス人にして

二 1)
ヽ

ぎわめて大ぎな変化かあ

ったにちがいない。しかし、たとえはこの国の大蔵大臣はセネガル国籍とはいえフランス人であり夷祭の

潅力はまだフランスの手中忙あるように感じられる。試験研究機関筐ついても同様のことはいえよう。

イギリスの植民地であったナイジェリアは同じ英領であったケニアと比較しても全く異なる。現地人は

積極的に白人を追い出そうとし事実相当ていどまで現地人が実力をもって札事を いるようにみえ

るが，たとえ ような面では白人忙たよらざるをえないばあいも ヽようである。

ケニアでは一時は現地人の行ぎすぎもあったようではあるがさイギリスー流0)やりかたて現地政府と白

人はうまく協調して仕事をすすめているようしてみえる。農業畜産大臣は白人であるし欧米各囚はぎそって

援助の手をさしのぺている。

そのうえに東アフリカの機溝というように、ケニア、タンザニア、ウガン くりあげて

るためのひいること

とつ

したひとつの国の政府にとどまるよりもいっそう長し

とも考えられる。

以上セネガルさナイジェリア、ケニア¥, とってみても海外から

ぎない状態であること といえる。

これら 3国

なしにはまだひとりに拓で
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ネガル〔 S~n{g 己 l ; 

n ;, ン センター〔 Centrede Recherches Agromiques de Bambey, I RAT〕

2月24日b 主都ダカールから東へ 120Krn.Barn恥yにあ

長の Scige氏はイントに出張中て次席の Tourte氏が虞明してくれた。

山業務

セング・ーを車で訪間しい場

セネ ためのセネガル政府0)研究機園でおも よひ農学に渭ずる応用研究を

臼当している。はじめフランス本国乃 ORSTOMに所属していたか、現在は 2[月氾定て研究センク

ーの足務蓮誓はフラン

ハンベはii<lの少ない北部と雨の

〔1RAT〕 されてし、る。

し、南部の中間に位謹し森土壌も七ネガルの 、全

国を代表ずる［こふさわしい研究所である。

ハンベの農学研究センターはセネガJレ全域の研究機刃を統轄しり

と七ファ贋式険場（南部桓当）を包含して構成されている 0 ま

をもっている。

ャル］、ルの （北部担当）

センターは全国の試験研究

農学研究センターで実際に行なわれている試験研究の大部分はセネガ としたものであ

るがも七ネガル中部地域を対象とし

ンス本国の ORSTOMの研究である。

も含まれている。生た作物の放射線育種の研究はフラ

(2) 

① 組 織

鯰 務 部

研 究 郎

第 1(Groupe l) 

士壌調査、應肥

没業気候学

品種改良

、技術サービス、ネ上会サービス

ーヒス、仏穀サービス

環境改善

(Division) 

（
 

// 

祖物化学と放射線化学 （ 

第 2(CJ roupe JI) 作物改良 ( 

(Division) 

. ORS TO 

:i (Groupe lJI) 

(Division) 

）

）

 

a. 沿イmこ (Section) 

b。雑穀 (II ) 

モロコシ’、トウ壬ロコシ、トウ 1/:/ヒエ等

、育種 (Section

”
 

（ヤ

--—令 3 -



草地研究 ( ;/ ) 

第4(Groupe IV) 研究応Jf]

判用サービス

第 5(OroupeV) 

Richard Toll 

（北部旦''§)

(Richard Toll) 

Setaの試験場 (Casamancc)( 

その他 6つの分場があり技術者〔 Technici皿〕が i

七ンターの訓場は 65 0 haある。

研究委員会〔 ResearchC ornrni tee〕

るヽ。

研究項目と

として芍

出て＼、なし '•u

② 人 員

七ネガル政府の研究雰員会にかかる。 大巨、

なしヽ 0)で代表も

2 5名 (RichardTol L Sefaの

七ンター長、部長、試験場長その他主た

名）はORS'.l'OMから出向の形をとっている。

まだ主要な地位忙ついていない。

） 

1 0数名およ の研究者（小

③ 予 算

て約4億円、予算の 1/2はセネガル政府から, l /2はフラ ら出され

て＼ヽ る。

なお土地
ヽ

センクーはセネガ）レのものである。

(3) 

ノミ セングーの研究の一部を祝察した。このセンターてはこの国1て多し 揺穀

（モロコジ、 トウモロコジ、トウジンビエ等）を対象とした、品種改良、

施肥法および土壌調査などである。

祝察した生理（植物化学と放射線化学）の研究室では主任のM的よ Lon is (0 R S T OM出向）

、植物生理、病虫害、

は自動礫耕装置を用いてトウ_,ン, , ゾ ビエ (Penisetum typhoideum)、モロコシ、トウモロコ

穀の生育忙およ

＼！ 

の比較、 および

る

ヽてフランスの Bor1dy忙ある ORSTOM

っている。

したもの lrcつい

て後代の選抜、 っている。

のリシャルトル〔 Richard'恥 ll〕

2月25日（金）ダカーJいから空竺リンャルトル〔 RichardT八11)に赴ぎ、 えった。リンャ

ルトルの

セネ

M. M. Couey 

るが、 日

と案内をした。

に水田の開発に力を注いでいる。

ーを生



セネガル北部のこの地力は、サハラ炒漠の

ぎいので水さ

多）り （年降水量 3

られれば祖作に好適の地てある。

め上位鳳ダムを建設したり冷流以の湖の

する大き捻乳国が実行に移されている。

fことえはセネガル河の阿口 1こ近＼、都市のサンJレイ〔 stC 

したりポ

0 U i S〕の五くでは 55, 0 0 0 ha 

うち 30, 0 0 0 haを開田する

めて＼、る。

リジャルト 、セネガル渓谷の人口に位筐し、セネガル阿流以の開拓のための

小さ¥,'

る。

るが虞明工当tこった見るから！こたくましい元ベトナ

在フ

(1) 又

ンス国笥）を中心こし

房

七ネガル阿泣域地習（北庁のモーリタニアも

である。品種改良と

苓 19 6 6年 9,0 0 0 ha, 

0~500mm) 

芥万 JV如I

I 
~,' 

て＼ヽ 芦we 

日門，穴
叩、元の

や
）、

稲およひ河川の水位かさかったとぎに栽培するトウモロコン、モロコシ/., 棉、耕作物のサトウキヒ等

~
ヽ

り
／

'~ 

祖の

培、サトウキ

ンス人）、

ト
1fo 

9
ゴ

4

土壊調査、 O) 

）
 

、加）J巳雲の

し

りして用l<.を確保し芯団）Ii 

3, 0 0 0 ha er)閲田乞迄

、畑作均（トウモロコン、

の]¥1. 0 ouey氏（罰，

し灯

ている。

モロコン等）の

〔Rosearch officer〕も八（ ―フ

〔TeclmiciaJ門〕 2人（セネガル人）で分坦している。場長のM,0 ouey は0日，

STOMの出白筐なっている。鳳晶は水田 ,cl,0 ha、知 lO O ha、その他 60 ha、合計20 0 ha 

である。

、
、

n
ふ

9

,

'

 

稲の品種は各国からの導入品糧の比較、 1,, 
‘ 

されている。

育種が行なわれ

所（バリの Bondy)

、耐倒伏、多肥向、 、良質等である。フランスの ORSTOMの研究

されたT-142(インド品種）の後代から選ばれた早生、多収(8

％増収）の雑種 6代目の有望系統をもっている。これらの

試験ぱ祈た紅開田した上地の大型機械化栽培法の

（除草剤等による）等か主である。

大型機械化稲作の実験では作業体系はトラク 9

丈 7cmのとぎ 20 cm水深）ーN廊肥（落水し全鼠の 3/8、

の成果が期待されている。

（
 

)-

剤散布 (Weedon、LV-4 播種 50~'7 0日悛）一灌慨（水深 30 cm)ー第 2回加肥 (N全

試の 5/8、

を］ あて集団化し、播極↓ 月~5月、

中0kg くらい。育成中の系統では 50 kgか募えられる。 1年 1

6~8トンをあけている。付近筐糾開田の政府直轄の 6,0 0 0 haの

しヽ haあたりど ~3トンの籾収凪をあげている。ここは北部から

haもっている

3 0日前） 3週間前） （クレイスのコンバイン）。 4

1 2月・~l月である。

5品種

加用量は ha当たり 3O~ 

haあたり籾4.5トン、最高

4品種を

した農家がおのおの 2

されており、大きなライス七ンターをもっている。

4 5 --~ 



2期作の

っている。

中

S efa 

の試験場として 0asamance忙 Sefa

900~l,300mmであるぐ）

この

a
 

，且 し、

くに台湾の

c'るとしヽ う 0

して＼、なし、としヽ う'，

な

~
 るヽ、ヽて たモロコジ、サトウキピの

タの

上壌の研完胃を行なう計両である。

9人が 19 6生年か

己期作で haあたり 1

。
＇ヽ

プ
/
0

して行なっている。

haあたり 1トンて＼、とである。しかし 文全仄

Casam叩 ce られる口十両てあるといりっ

ダカール珈ハンのORSTOi¥11のセンター〔 0en t re O R S T OM  

2月27日Dakar-Harm筐ある 0RS TOMの七ンタ

fon氏か嘉］月してくれに，3

(l) 業 務

このセ クーは、セネガルのほかオート索ルク、

，
 

L. 7( かった、3 この也力は年~ 間

du 

した。

"、v~ 

し、密林をしリりぴ~ ら~'

3 , ヽン、計 g Iヽンをとっ

らげな

Dakar-Hann」

M'J'V i Ci l l c-

モーリタニアを含めたORST0:¥1のセンクー

あり~沿〇凡 sf『 OMに属する
、

i
~
•2

 

、
.

祖織、連常

0) 

に

とくである。

人員は研究者、

l 

土壌学〔 p~。iogie 〕

が1,,る3

Dakar -Hann 

めご 6[I名 (5

＜
 

ダカール近く

る。

4人、

なって＼ヽ る。

echnici,JJ1 l 0数名） ち,'I,0名はダカーJレ

してある c、Dakar-Hannのセンターは嘔

〔Cartograph託〕 7人、文習生4人

‘ヽQ

このセン' ーではRichard--rro l l キ;;'.
ぶ心 mission の研究、 St , Louis¥てある miSS l叩

のりち、 の廿t国iをして＼ヽ る。

またBotaniqueはタカー）レ市内にあり Entomologiem占iic;:ileはDakarのパストゥール研究屑内

センクー (0entre National &n咋alaisに主る。またダカーJレの近くのrrhiaroyevこ克

0'  〕.M'Bour る地鱈物J信学センター〔〇 entrede の世話もして＼、る。

D: 恥cir・-Hann 

()そ豆）にめに年間 2,5 0 0 
--, ,, 

っ l,'sヽ
な。

トボルダ（り上性図の作成を初[!~ し

加里

i ヽ
ヽ

PH写 6項目 して＼、し ］、行だ てし、る

べり令
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現在マングロープ地帯の土性調査を行なっている。土性調査はBam beyのセンクー (IRA'f)で

行なっているが、ここの ORS'fOMの土性図は縮尺が大きく広い地域にわたる地図であるの忙対し

I RATの土性図は縮尺が小さい狭い地域を細かく調べる等の違いがある。〇凡 S'fOMでの地図は

ら職員が現地国に出張して調査する場合が多いが、 IRATでつくった土性図からつくる場合

もある。

研究としては土壌の物理性、ラテライト土壌の鉄、珪酸の研究を行なっている。

Service de l'Elevage et des lndustries,Anirnales 

セネガルは 7叶gionsにわかれ、そのおのおのに inspecteurr~gional がおり、その下は secteur

d'Jievage au d~partement , そして Soussecteur d'e levage et pos te r e ゚

5 0 0名、獣医師は 15名、 Agenttechniqueの教育は St.LouisおよびBambeyの学校で行なう。

卒業時のレベルはバッカロレ

主要疾病は牛疫、 トリパノゾーマ病、バストレ ニューカッスル病など。豚コレr

ラはない。約 20 0万の牛がいて年 1回牛疫Lウイルスを接種（年間 l8 0万 doses)。動物の

は controlされている。牛疫防圧忙は、 FEDの 出ている。 北はZebu、 国はN'

<lamaでN'darnaのほう 'o 

関係試険研究機関としてはCentrede Recherches Z ootec.liniques (Worl.d of Learning筐よれは

Station de Recherches Z 

,,, ふ 7

しし虔 0o

du D joloff)かDara(B am beyから苔ら尻：l 2 0 Km) 

Laboratoire National de iEievageet oe Recherches Vらt;:; ぃ
D本ar-Haru1 

施設などはセネガル政府のものでその連営をバリの IEMVPT忙委託している C 貴這ぱセネ

ガル、フランス両政府半々で、そのほかに若干の収入がある。予算は年間約 2億CFA(杓 8億円）

生物学的製剤の製造は売り上げでパランスをとる。獣医師 13名（うちフランス人 10名、現池入 3乞）

どをふくめ研究者計約 20名、軍人で研究に従事してししるものらお

らふく l B 0名。

罰究計画などはMinist~re de l'Economic Ruraleか巳Comitl:deH心chercheSぃ
f f 

r『匹加iquedes ProductionsAnimdle et Ve紅etale筐提出さ

プ介ーバーも山席する。

E tabl i ssem四 t pub! icであるためりるさく、セネガJレ、

れ， A
心

~,'§ 

q -、--し



ふ ナイジェリア [Nigeria〕

1)ナイジェリ

ta tion〕

(Federal Department of Agri cultural Research , Moor Plan -

ナイジェリア直部州の州都 Ibadanの西4マイルの郊外にある。 3月5日

CAJからナイ）ェリアの稲作研究援助に派遣されている

し、次長のMr.J且 ardcastle(英人）の祝明冷案内をうけた。

づいてナイジェリアココア研究所、西ナイジェリア研究所を訪間するようはからった。

〔OT

ととも忙

につ

これら 3研究機関はMoorPlantation している。

Moor Plantatior1は恥inforest zoneとSav叩 nazoneの 5 ;J 0フィー 尻位置し いる()

(1) 来 醐,.±. 

Moor Plantationの地は l8 9 9 ゴム ため としてつく そのあ

Commissionerの8ir Ralph Moorに,: てB sh O ot t叩. Grmv .. 

ingA ssoc1at1on 

tionと名付けられた。そ

れた。 その農業研究に示し

このMoorP !ant at ionは Departmentof 

業
ヽ

ぅ
- 務

(Federal M叫 stry of E cono.m 1c 

壌と

P !antat1直l

ヽ

〔Administration)と研冗氾〔 Rescard1)かある。

5
3
 

東部の Umu,Jiiaに根菜類の研究ユニノト〔

●、と

してMoorP 叩 ta-

された c

し℃ 土

である。 i¥lfoor

（八,_、 --ビ：• ス畠門をも八 -)令七平ご—
曰勺1)イ

7 コ.. 夕ぐ

ス LLagos 

しし
^
9
々n

 

f99~ 
r
9じ があ 苓0',  

咀 織

仄表〇ごとくであるこ~
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場長〔 Director of Agr i cal fut al Researci1〕

ービス (PederalPlant 

長〔 DeputyDi rector) 

鯰務部〔 AdministrationDivision〕

庶務会計

Service〕

〔Library,Stati s ti cs皿 dRecords Secti叩〕

〔Bct::my叩 dPlant Breeding Division〕…トウモロコジ、

〔PlantPhysiolo応， Section〕

トウモロコン、 カッサパ油セム冷カウピー）の作物生理と

生

栽薯科〔 Division〕

1. 作物の収凰と環境、 レJ

2

3

 

と廊肥法

〔Plani P atholo図 Division〕

L 主要食糧作物の病害調査研究と防除去

2. 植物防疫サービス

昆虫科〔 Entornolo,::y Di vision〕

と防除去

2. ビス（

土填部〔 Chemistryand Soils Division〕

l. 作物栄養ならび匹ナイジェリア土壌

2. 分光分析、化学分析サーピスと研究

3. . 

4. 木休閑および栽培法と土壌肥沃度との関係

り 地域の研究機関とプロジし丁クトに対寸

稲研究所 (Badeggi)〔RiceResearch Station J 

育種

と質品

9
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Agri cul tura I R f~earch O mm i かあり、 とめ農

',"'"~ • コ辻につ弓r、し、 r~;i o 

人 員

伍完巳 五十

郊 (Ibadan) 3 0 ＇" ）＇-） l 1 

(B adeggi) ,1, 8 l 

ニット (Um疇 ia) 8 7 

式 3 7 3 7 1 2 8 (3 

iCはLib『ar え~f 今u ふしp 

）西部ナイジェリ 〔ResearchDivision, Ministry of cu! ture ;me/ 

Natur』 Resources,¥Vestern Nigeria〕

8月3日ナイシ’ェリ

B.ArnonC': 喜凡ドをうげた。

(l) 来 歴

ナイジェリ

忙ぐ）ぐ凡 しChief且esearchOfficcrc')Mr, 

ナイジェリ

鍔

9・
ーノ•

L

笈

-，＇， 

ヽ
ヅ

3

/
 

］） 

A.dvisory serviceの範囲は匁

じ
[5

 

ふ
i
[

」し部H

f
J
 

る

ある IbadanのMoor『Lmtationの一鵡｝こ西ナイジェリ

のぼか

ととも応ある c

した l9 6 0年の

マ走〕

こ

とした研究を担当して＼ヽる、9

〔 specialist〕紅

こと。晋及氾筐研究成呆について

した応用研究を行なうことてある。

れた。

してし、るの筐いしこ (I)研究綿は内部

ドバイス Cadvisory service〕を鱈える

とy同ナインェリアの怪済筐重要

る¥
-

多

るQ 

(:l) 皐ii

いl f』'.斉；忍(ResearchDivision_, :¥It氾 rP Llll tat ion〕

丁＿：填およびjj諷刊］月H:

化学科：上，｝襄、璧屈Jグ）

C B闊 nch〕か t>なる。

ビス（こ鷹ず

ヂヘ¥, ,'t Cビ
, / I ; 吋

；ヽ
f
iハ
~

ケナク
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動物学さ

」j襄0)異なる各地ire2 

よ＼ら陀geReseard1 S tation 

Lagos 

3
 

！ヽ
s

ヌ｛ヽ

と

l 5マイ J辺うWetRain :F 01臼cs, Vじ塁etdtion one 

病害主よ

、,,,、
o) 0 

9

9

 c
 

9

ー
＼ I lora Research Stat ion 

Oyo『rovinceのOyo可の北囚 8マイ

トU）高訊にある。

e
1
 

.. 
9』

｛と

an-
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・; b avanna 9

,
9
 

フ

、
＇
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』

r

、
人 員

とおりて万：る。

伍完者且esearchofficer 3~} 名、

そ(})ほか英国iいら

いる州完者か 2人、

さ虹ている；汀究名

('r echni cal staff)害 l

2 A¥、、て 1人はネスミの害0)阿貸；冷

うち 1人は航空亨呉を利□し 他の 1人はトウ壬

尺）

2
 

q
9が，
 

~ れて

7"写若・今!
日バ主•,;_

+戸．＼記
',. ,·.':'.~,, 

して＼，‘る。

イバダン大学

3月3日 ととも応イン 3・ミーク
ri~ 

。
>
a
 

9ぐ

e~
 

a
 

a
 

「土rr、J

and Veterinary Science〕虹加］し穴こ。 Facultyの長てありまた応芸化学臼こひ

icul turc, .i匂r,,,sl ry 

汀ead

of Agricultural Chemistry and Soils〕である現地人の I'rnLDr. ¥。 A-Oycnugaが臼えて心円

してくれ之。なお Oyenuga氏は研究業績の多い学者で、
。

こ｛ノ
ヽ
~

ヽ
i
7

1
/
j
 

(1) 来 天
ヒ

-9・
↓
 

~: 

Faculty of Agricultureは l9 4 9 れ、あとでDepartmentか没げられ'Jg () 3年

にFacultyof Agriculture, Forestry and Veterinary Scienceとな→ 「こ。

(2) 業 務

と研冗応よりナイジェリ 梵展を期すること筐ある。 イバグン大

学はアフリカの最も元僅した大学であり学化にはナイジェリア人のげかアノリカの諸円からの宮学生

が多い。 ともに立派な大学であり、完揺 寄宿舎炉ある。 これら加

設の紐設にはロックフニラー、 UNICEFなどからの多大の長且）］がある。日

I 
'-'ヽ

，"れて＼ヽ

(3) 

るが、

凰

によると に ると＼ヽ う。

農林獣医学部は次の学科Departmentからなる。

農
,'-'兵
一つ一～ 科

農業生物学科

土填学科

Agriculture 

Agricultural Biolo図

Agricultural Olwmislry and Suds 

農業経営 Agricultural fi) conomics 

粋 ',1 字 Fores try (Uni tcd Nations Development『1ogr2m された())

- ~ 5 2 ~ 



医学科 Veterinary Med icrne 

生珪学科 Veterinary Ana to my and Phys i o lo四

大学農場は l9 5 0年新設され40 0エーカーで近く l2 0 0エーカ る。

学生数は現在 20 0人、 50人以上の教授Professor、講師（上級） S er1 ior L cc turerをもつ。

イバダン大学は、 19 6 3年まで英国のロンドン大学と密接な閑係にあり、留学してDegreeをと

-1--,:, ,~0 

1 g 6 3年から Bachelorof Science (Agriculture)、BC霞 Sci.(Forestry)、BO,

Vet. Med。を授信するようになり、 さら[re.PhDを与えられるよう忙なった。 農学部長は毎年教授

の互選で決まる。

現在すでに 25 0人の卒業生をもち、ナイジェリア政府のAgriculturalofficer, Specialist, 

Research officer, Extensions services officer等になっている。

D epar tmen t of Veterinary Medi cineの主任Prof.Hillは英人で第 2代の農学部長をつとめた

由、教授陣はほとんど白人で、 FAOの fieldexpertがPart-time の講師をしていたり、米国

のpeacea orpsで来ている若い訳医師が解剖実習を行なっている。現在こユこはpreclinical course 

urseしかなく、 cIi ni cal courseは北にある AhmaduBello Universityで行なう。

4) Mini就 ry of Agriculture and Natural Resoui'ces, Lagos 

連邦政府の省、次官補と約 40分間話し合いをしたが、この省はまだでぎてから間もなく、これから

態勢をかためていくもののようである。気象関係もうけもっている。

獣医関係

Veterina乃， Councilof Nigeriaがあり、イパダン大学からはProf,Hillが代表として出ている。

このCouncilで獣医師の登録から家畜の輸出入などまでの協議を行なう。

Nigeriaは東、北、西、中西部および連邦直轄地 (Lagos)にわかれ、各Regionに chiefveteri-

nary officerがおかれている。獣医師は現在 l5 0名ていどいるが、登録されているのは 70名、

Logosに開業している者 1名いる。西部（首都 Ibad皿）に 12 staff establismentsがあり、現在

約 50名の獣医師がいるが少なくとも倍増の必要がある。

現在 Ibadanの獣医学生約 50名、 AhmaduBelloに35~4 0名、外国忙 50名くらい、入学から

卒業までのwastageは約 50%。

主要疾病は牛疫、牛肺疫、 トリバノソーマ病、ピロプラズマ病、アナプラスマ病冷 0rf (ブルータン

）、アフリカ馬疫はまれ、アフリカ豚コレラの報告はない（ダオメにある）。

連邦の獣医学研究所が北の Vomにあるが、東と北の抗争で技術者が殺されたり、逃げたりして、生

物学的製剤の製造もしまとんどとまり、輸入せざるをえないような事態になっている。（牛疾ワクチンは

LとTO)。

イバダン大学の獣医学生であった東の 3名もケニアの大学忙転校させた。
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4. ァ〔 ‘ a )  

1) 東アフリカ 5国の共同研究機構

East Africa (ケニア冷ウガンダ℃ タンザニアの 3国）の機構として E.A ,Authority (3  

）のもとに EastA fri cai1 0 ornmon Services Organization (EA O SO)がある。

EACSOは東アフリカ 3国に対する援助機関で歴史的に東アフリカ 3国は EAOSOの頁金筐より

共通的に経済建設を行ない、また共通の研究機構として、 NaturalResources Researcl1 C ounci I (各

国から 2名の代表）のもとに, E.A.Agriculture & ForestryResearchOrganization, E。A.

Veterinary ResearchOrganizatioo, Tropical Products Research Institute (タンザ：：：.

E . A.Fresh Water F i sher i es Research O rga;ii za t ion (ウガンダ）、 E。A。MarineFisheries 

Researcl1 0叩 nizat ion (ザンジハル）. E. A.Meteorological Research Department などをもっ

ている。それぞれの連営には ResearchO oordinating Commit tee , Specialist Oommi tteeがあ

る。これら臼織の通常連営費の 40%はイギリス政府から出ているが, EAC S 0には東アフリカ 3国唸

ドイツなども賢金を出している。

東アフリカ農林研究機構(EastA fri c叩 Agriculture and Forestry Research Org叩 ization〕

略称EAAFRO、所在地Muguga(NairobiからKabeteを経、さらに約 7マイル）

3月9日（水）Dr。〇-S tarnsの説明と案内をうげた。同氏は米国人でNewJersey 

と場長で口叫クフェラー財団から祇雌されている。

(l) 来 歴

同研究機構は東アフリカ 8国のための［平j際的研冗機関であり、前の EastAfrican HighOolillnis--

も

s i onから弓I 、たもので、現在はEACSOの一部局〔 Department〕でもある。

EAAFROはl9 4 8年ナイロビ筐創設され、現在は、ナイロビから 17マイルのMugugaのケニ

ア政府から寄贈された l,60 0エーカーの Esta teに、 EastAfrican Veterinary Organization 

(EAVRO)とともにある。

(2) 業務

.EAAFROは次の事項の農林業の研究をオ月当する。／

少なくとも 2か国忙共通であり、この中央研究浅閃で最も効率的、経済的に研究で含る事項、②

各国の研究隈関で行なわれる事項よりも長期間を投するが、または深くほり下げた研究を要する事項

R 高度に分化した高額の施設、覗械官や専門家のサービスを必要とする事項等である。

よび林木の育種、土壌肥糾、病害虫洛 であ

る。これらの研究項目

をえて決定される，9

(aJ 条且誡およ

(al 組織

よって立案されるが最終的

5 4 -



EAAFRO ようである。

R 研究部門

① 物理学〔 Physics Di vision〕

C Chemistry 11 〕

(Section〕℃ スベクト

トワモロコ

ど らなる

〔MaizeBreeding Di vision〕

Ki tale Grassland Research Station内筐ある。

モロコジヽ

U ga叫 aSerre 

C Sorghum /Millet Divis五〕

叩 ltural Research 8 tat ion内にある。

ウガンダの Dept.of Agr。と

所の Substat ionをもっている。

(Tree Breeding Div.) 

l 4 ダンザニアのDept.of Agr. と共同で 3箇

槙物生理学〔 PlantPhysiology Diぃ〕

〔P国 tPa tho logy Div。〕

〔TreePa tho logy Div。〕

ケニア政府のDepartmentof ForestのNairobi Disirict Office忙ある。

⑨ コーヒ

⑲ 東アフリカ

〔CoffeeBerry Disease D,v. 

(East Afric叩 Herbar1um)

ナイロビ紀ある。

緑 虫 部〔 Nern

[『orestE 

my worm部

畜定部〔 AnimalHus蒻ndryDiv") 

なお、畜産関係では唸研究をEAVR(、)と分拉し、且んA『孔

Div, 

rk-
令＞

 

シ

i

AVROは家畜生鬼選伝を担当する。

⑮ 統計部

科学的サービ

『ROとEAV

Af:・ican Ag日

リカ

海外か

o 凡''

ここで苓

orestry~rournal 

,ne ヽon; 

ヽ遠
ーゃ

5

ふ！ か

れる。

袋E
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J
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Service Div is ion〕がある。

なお、 EAAPROは

た、多数の小型ガラ

(bl 人 員

研究者（大学卒業）

ほか、

もっている。

とF'orest『Jantat ionをらってしヽるしま

4 4名

研究助手 7 6 

図書、印刷関係者 9 

（エ員、運転手等を含む） 3 3 

EAAPRO/J;JAVRO共通の

総務関係（運転手等を含む） l 5 

計 l7 7名

なお渾イギリス人の研究者が多いが、次いでアメリカが多く、オランダ、ノルウェー筈の兵団て

来ている研究者がいる。

(cl 予

年間 (1965) 7 0万ポンド (7億円）である。

財振はEACSOから 40万ポンド (4億円）で、その他EastCustom Local F叩山英国の

ロックフェラーおよびカーネギー財団、 Platinum財団、オランダ、ノルウェーぶ力

ナダ、アメリカの援助金による。

なお、ロックフェラーはソルガ 所員海外会議出席旅費、所長の俸給と

して支出している。米国はUSAID (United States Agency for International Devel-

opment)がSerreとKitalのモロコン、雑穀、 トウモロコジの研究項目に指定して出している0

オランダ、ノ Jいウェー、カナダの支出は研究者の派遺に伴う費用である。その他、東アフリカのコ

ーヒー産業は 8国の National O offee Boardsを通じて、 CoffeeBerry Diseases 

全額を、東アフリカの砂糖奎業は甘餓育種部の祈設費を、 IAEAL国際原子力機関 J

と研究費をそれぞれ寄付した。

(d) 研究の概要

各部で行なわれる研究は部狐自の研究のほか 3国の国立研究機関筈他の研完隅門と

、。研究には

るものも多い。

祝察した若干の部の研究は次のようである。

④ 植物生理部

① 葉の表面構造の研究： 各種の灌木、樹木の葉の表面溝造を五子顕徴算てしらべ卓z:ht地豆）『且

物の葉の表面のクチクラー層の特有な構造を明らかにしている。

②
 

④
 

放牧地、

小刑ガラス室が用いられるが、実験には現地の研究機関やその圃

バイナッ

Research Stationと共同である。

たぃ

ら区分してし、る，）

ケニアのDept.of Agr,O)llort1n: 

5 6 



⑲ 物 理 部

Rain forestを茶のエステートに変 実険： ケニアの Forest Dept… 
Water Development DepL, および EastA fric叩 'l'eaResearch S talion 

゜
operator〕となってし‘る。

c 化学部

① 一般分析科

依頼分析でEAAFROの研究部門の材料のほか 8

めて年間、槙物24 6 3点、土壌29 0点の

スペクトル分析科

微量成分の分析法を研究してし、る。またケニアのDtcpt。ofAgr。の研究部〔 Nai ional 

東アフリカ

っている。

Agr ,Laboratories〕忙アメリカの援助ではしヽったX-rayfluorescence apparatusによる

ここし
j

して＼ヽ る。

七壌肥沃度と植物栄養科

1 土壌中 と七壌肥沃度との閲係： 東アフリカの耕旭上壌の天然の宝素供給力をしら

べる指門を唱らかtこし、ガラ lこの上壌筐つき こ との関係をし

らぺている c 方法が確立したらトウモロコシについて研完・tる。

II 植林した softw cod 0)↑｀ての土壌肥沃度の変化：原林木(

ferous種の植林尻変えた場合の上壌肥沃度の変化をしら

とが閲らか加された。

）を生長豆）旱い0oni-

るこ

｀

ヽ4
 

ヽ

し

EAAF ROは一般方針〔 g(,nerai policy〕につし、ては、 EACSOのSoci a I ,m<l Research 

S crvices 〔'.!inisierial Oorruni tee J ! て対して 、主

゜
汽ノP

O
 

ふ
ぶ 〔Re-

search pol icy 〕しこ ~A 、ては宋了フリカ

Research OoLJI1cil〕に汀して こ
。

Mi‘q 
:
0
 

ォ

〔EastA f ri c叫1N atur;il Reso叩謬

戸ょい圧命苔れた．座長

〔Chairm直！〕と叫平長〔 Deputychairm叩〕， ケニア、ウガン の2人の氏表、タンサニア

3人（り化表と 5人の日学者からなる Cl 5人中 2人は地力出身て 1人は EastAfrica Univer-

s ity J)氏点で克る，残り 3人中 2人はイギリス（う if(TのH学者、他］名は EACS

0により任仝される,,

研究項日 図0)よう われる。

専門別研究委員会 Special Research C 01mn i ttee 

で EAAFROの専門家が召集し議長となる。

〔Standing C orru11 itee〕

この研究委員会は、閃稟閏物、農叉気家、農菜成楓、植物病四、昆虫、

Wild lifeの各分野をカバーしている。出

tor , 0 hief Research Off leer.Principal Research Officer . 大学(/)研究恥日 AA.FRO

の所長、叶究苔賃てある，"ここ

L

、和

訊

L

,
9
-

`
J
 

J
)
 

わ"", 

と普及忙移そりと

recommendatiooが出される。

；ヽ'~
、

中
4

〔Research Co-ordinating Committee〕
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冗委員会の紐果と reco直 nendationが研完調

Wl'ld ! ifeのも がある。

仄かげられる。

フリカ天凡

畜

〔DeputyDirector〕で、 EAAP ROの所長、 Agriculiure註ndVe、!erirraryS ces 

C')Director or Oorrunissioner, Chief Conservator of Forestry .. _ I日の¥¥i Id L 

ミ、。

n1zat1on vJ 
，ヘ

③ 

4 

東アフリカ

である。

〔policy〕かぎめられ，る。

〔llastAfrican Natural Resources Il,esearch O ounci l 

こ かけられる c bれ℃

EACSO段階の研究筐分げられる。

〔MinisterialCommittee〕

各［月 1 される C) Research O ounci lで承忍どれに研究り噴」の咆冒は閤偉雲

される a

以上心より応して研究項日と られる 叶完の分担としてげ、長期の E
 

AAFROで、 academicな研究尻大学の研究を援助ずる方滋こ 日は各i旦C)

団て行なわれることになる。

図 東アフリカ

会
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National Institute of Health, C-1 _Jクフェラー, PAOから出[tiJし／ し、る人の費月］は、 それぞれ

乞〕

4) 

こ

--、 ~l ら、ー,-
し¥,',:ふ u 、i団息も

ワクfンはここ

ーダン、ソマリ、

骨冗は

EAAFR 

さ

エチオ

し，、

らも年 2 〇刀戸］てし、どは出て

り00万 docles/年のり

、ー『デン、

8 ;i 0万はウガング、タンサニ了のはか、

ナイ、／ェリ丁 も出し

ヽる゜

＼、る D

Mucosa] diseaseク Malign国lt catarrh fever, 牛肋疫、原虫病泡ダニ、なと

Iiりな面をうげもっ"こ＼ヽる，'

AVRO Libr痴 y， 

1」•なって＼‘る。 タンガニイカがドイツ領であったころからの

してし、る o iし規O)Librarianは 1名。コンテンツンートサーピ

こ

にはじ

めて~'る。ロックフェラ の寄位をうげている。

5) Inter -Africai-i Bureau of Animal H甲肋（略称IBAH:アイバー）

Organization for Africar1 Unity ( 

叩 dResearch Commission (略称STRO、

AU、本部了ジスアベハ）の scienti fie'rec加 ical

ラゴス）の
ノヽre
 

る

このほか忙も、 Inter-A fr ic叩 Bureaufor Soi ls (本部バ lJ)'

A fricェ Phytosani tary Bureau (本部ロンドン）マ

ST RC 

OAU/8TJ10 

Inter -

Pub! ications Bureau (本

悶ロンド／）などがある。

了‘フリカにおげる伝染病発生状況のまとめなどをするほか冷 Bulletin of Epizootic Diseases of 

A fr1c辻を出版 な活動も少ししている。

主た JP(,Joint Project) 1 5 (牛投防圧）、 Jp l tJ (牛肪疫研究, USAID援助）などの

，
 

1
'
 

7J 
忙ま~ たがる問題の企画、 応あたる。

しかい OAUの給烏が国連の約半分加なってい，るためよい職員かあっ主ら-nポlって＼ヽ る Q

農業畜産省の農業局 (Departmentof Agriculture, Ministry of AgricultureふndAnimal 

Husbandry〕所属研究機関

8月7日ナイロビの Departm叩 tof Agri cul tu reの0hief Res1,arch O fficcr's 

N j orgeを訪芦冴鳴妍完機関の慨要の況明をうけた。

Ministry of Agriculture and Animal HusbandryにぱMinister(Political、

;Off iceにMr.

Mckenzieは白人）のもと i'C2 assistant ministers, l permanent secretaryそのもとにAdininist-

ration Departmer1lがある。 Technicalの局として AgricultureとVeterinaryServices i.C: ふたつ

辺） epart mentがあり それぞれDirectorがいる。

水産はMinistry of Natural Hesol!rcesに属する'、

V臼 erinaryではなく, Department of Agricultureに1式ずる。

←―̀ 

! 1) コ

には、 小C)研究国と{!if完平位〔 ResearchUnit〕がある c

サービス噸構

`~, 

a
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9

¥
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(bl National Agricultural R堡 earchL abora tori es. 

3月l0日訪問し, Senior Soil ChemistのMr。Jぷ .Gitau

chemist c7JM r。Ogotが案内した。

業 務

Soil 

本研究機関は、他の ービスのセンターである。作物

以外の各部門をもち、他の より設循がととのった研究室をもち、

を必要忙応して行なうことができる。東了フリカ第一と

をもつ。次の各薗からなっている。

大きいガラス室

： 一般分析、除草剤、油料作物、土壌学的研究を行なう。米国の寄付によるXray

fluorescence apparatusをそなえ、分析の自動化をはかり、依頼分析等の能率化をはかってし

る。研完ではトウモロコシの肥料成分に対する反応苫ケニアのおもな土壌の特性の研究などを行

なって＼ヽ る。

： 作物の病害の同定と防除法の研究を行なっている。政府の種子検査実験室を管

珪している。

昆虫邸： 作物と貯蔵産物の同定と防除法の研究を行なう。

② 人員および予算

Senior Research Officer月 1名、 JuniorOfficer ( 

運転手得 7名、合計 12 0人である・,

英人は槙林防疫関係に 1人いるたげて全郭現地人である c

人件費を除いた試験研究費予算は、年 3万ポンド (3,0 0 0万円）である。

(2) 家畜栄養と

National」以ricultural Research Stat ion, Ki tale 

と草地に関す

(3) 一般圃場研究

なわ九る。 I¥い！つに Substationをもつ。

つぎの研究所が主たる生匹区にある。

① Kissi. Agricultural Research Station (Ny叩 zaI{egion) 

② Katamcga u 

R g  ldoret 

④ Nyandarua, 01 J oro Ork 

⑤ Mtwapa, Kt tambala 

⑥ Katumai A四 icu!tural 

⑦ Embu 11 

,, 

;; 

,, 

JI 

(Wes tern ） 

(R i ft Val I ey 11 

(0 entral II ） 

(0 oast // ） 

(Eastern II ） 

（ ” II ） 

） 

う。

) 4 7名、 他唸

8月8日 Agri cul tnr al H謬 earch Stat ionを訪間しAgri叫 tural Research⑰ fi ce 

のMr.O.N.K喧 iraの説明と 当研究所は、中央部および東部の地域をうけもつ作物

と畜産問題の研究所である。標高48 0 0フィート、 4月~6月と l0月~12月2回で年降

0 of fee Zone忙属する。水最43インチ、ケニア山麗にあり

⑥ 業務

-50~ 



トウモロコンの 牧草、飼料作物洛バナナ、 と栽培 V 狐尼去池

の研究を行なっている。圃場面積 l7 7エーカー、 substationのI叫場は4tiエーカーC

⑮
 

所長のほか、 7名 (Agricultural OfficerとAssistantAgぃ 0fficer)五トウモロ

コジ育種、 トウモロコジ栽培、

研究の概要

園場管理の分担で配圏されている。

トウモロコジの育種： Kita! のトウモロコン育種研究所の Sub-Stationである Q この地

方ぱ 2回作 (3月~9月と、 10月~L2月）が可能である。白色種（食用）の改良で地方品種

の選抜と inbred lineの育成、中南米種と在来種の文帷種の育成を行なっている。

より 20~30%増収する，9

トウモロコジの栽培： トウモロコジの栽植密度、廊肥法、播種期、害虫防除法等の研究を行

なって＼ヽ る。

作物栽培： 当地域では、 トウモロコジの 2期作の連続で地力がおちてぎているが、当所の試

険では改良種と栽培廊肥法の改善で収量を 3~4倍にあげられるから、経営面積のうちのトウ壬

ロコ、ンの栽培面積を 1/3~1/4に減じ、残りの面情に換金作物を栽培したり、牧草、飼料作

物を作付けして家畜を増やしたりして収益をあ庁、経営の合理化と地力の回復をはかることを日

標にして研究を行なっている。牧草 3年～作物4年の輪作、 レイショ (3月）～トウモ

ロコジ (10月）～マメ C3月）～トウモロコ、ン (10月）～サッマイモ (3月）～トウモロコ

ジ (l0月）～マメ、カラスムギ、またはヒマワリ (3月）～トワモロコジまたは牧草 (l0月）

(3年）の 7年輪作の試験を行なっている。

そのほか牧草、 社飼料作物、サツマイモ存の品種選抜さバナナの施肥法下

の混播試験等を行なっている。圃場管理はトラクターを用いて行なっている。

(11) 灌慨の研究

Mw ea /T eber reして小さな灌漑研究ユニットがある。 Mwea-Teberre灌漑訂画の実胴に役立てるた

、と

め、イネ、タマネギ等の灌慨計画の実施に役立てるため、イネ、タマネギ等の灌漑法の研究を行なう。

Nyanza (ても小さいユニットがあり濱将来の大規模な計画の前提として棉冷イネ、甘庶の灌漑栽培の

研冗を付なっている。

（り）

Thika Horticultural Research Stationで行なわれる。 MolaにSubstationがある。

(G) 作物育種

Njoro忙 PlantBreeding Stationがあり、そのSubstationがKitale, K atamega, Katumani 

にある。作物は主にトウモロコジと小麦である。一部カウピー (cow pea)とビーン (beans)も

あっかっている。

(7) 商品作物研究 Commodity C mp ResParch 

Plantation cropについて研究する下記の研冗所がある。

① Coffee Researc!1 Stat ion, Jacarania, Koro, Ki tale, Meru, Kissi, Upper K iambuに

Substationがある。

ー・・・・61-



Cotton Research Station,Kibos 

Pyrethrum Res, 這 rchS tatioo, Molo,O ljoro, 0 rokにSubstat ionをもつ。

S isai Research Station, Thika 

Sugar H " , Kisumu 

1¥/M,ea/「eberre Irrigation Sen臼ne

ケニアぱ米の輸入国である。最近稲作を初た匹閲発する叶画がたてられ滋 五恥いJwca,/T心仄re地

され成功を収めたので冤いくつかの開田計画が立案されている。

National Irrigation Board 

3月 7日（火） 担当する National Irrigation Boardを訪閂し、 Mr.G. G. Maning 

からMwea/'feberreIrrigation Schemeの成明 1r,J氏筐よるとグニアの濯漑叶詞if";tu . 

1CFr砂 domFrom Hunger C ampai炉 Committeeの出貞忙よる。 Nこlti CT』 Irrigation 

Boardには英国人が多いようで、ケニ了に

物ぷ場所によって異なるようで、笈屑、タマネキ、サトウキビ、

なお、ケニア北部のキスムに大規模の濯慨計両がPAOと

M油 a/TeberreIrrigation Scheme 

している。罰」田して段合す

等である。

して立案中てある~＇

8月8日（水） 目動車でナイロビから 60マイルの地応あるMwea/Teberre I rrigaiion 

Scheme J) 0 ffi ceを訪ね、オランダ人(「)M叩 ager,Mr. Vea11 うけ、あと i」本 J〗

Khayumbiの案内をうけた3

(1) 来 歴

内原 この灌慨地区の技術普及を桓当するMr.Ernest 

Mwea,/'f e&crre Irrigation S chcmeはナイロピ北束o0マイルのケニ了山加の五くにあり、

3,800 フィートで、用水はク~ニア且j とすーる ThibaこNyami叫 i{11]に

よっている。 Black Cotton Soilと排水のよ＼ L aieri tic 

soilのricdsoi Iである 0

1 9 5 1年筐 Teberreにパイロットの IrrigationSchemeがつくられ、 l9 5 4年におもな

Irrigation Schemeの建設が決定し、このために 19 5 6年筐 Nyamindi河に堰〔 Headwork〕

がつくられた。 Blackcotton soilては漏水がなく、地力も高＼ヽことがわかったので、 19 fl 6年

主でに fl,86 8エーカーのBlackcotton soilの地区が1エーカーこと忙区両され、

つくられたぃ

Thiba河の HeadworkはMweaとThiba地区をカバーする幹緑水路の支配する 38,000エーカ

ーの土地の用水をまかなうように計両されている。これらの地区の農民移化叶両の

7 8 8,0 0 0ポンド (7億 9,00 0万円）てある。

12) 気象条件

過去 7年間の年降水贄は、最大 50インチ～最小25インチて少なく、ばr,JJ多胃｛てある。由季は 4

~5月と 10 ~l 1月の 2r口」である。平均最高気温83. 6°P (2 P00)、平均最低気温60. 2°F 

(1 6°0)で気温較差が大きい。 6 4.3 %、午後 38.0 %で的燥している。した
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つ ィ も見られなし 'o

移住の計国と実胴

ある Q

Ivhv en且叫ごとして'『aberre坦区て 7,5 0 0エーカー, T hiba地区 7,00 0エーカーで

のBlackcotton soilはTeberrc地区で 2,68 lエーカー,Mwea地区で 2,7 tl生工

ーカー、 'I'hiba地区 1,4,2 3エーカーで主る。

およひ全国か L, なし

として 50ポンド (5万円）

り4エーカー（約 1.tihd)の水田を与える。

(11) 稲 作

凸代

品種 Sindanoという品種が用し、られる。中、

あたり

数は 8,00 0人である,, 1 

く、 6 ‘ 密

筐対する反応大淑 I旦近窒素の /J~斗反応もかなりあることがわかった c、品質もよい •o

とこエーカー当たり 11/2 cwt (16之 kg)の硫安を施す。苗代面積 l/_.,. 6エー

カー、播種期は 7月末頃、種籾はエーカー当たり 4,0ポンド、催芽揺、苗代日数は27 ~8  5日。

本 田

耕転： 4インチの水深に灌がいしてからMasseyF e ryusonのトラクターでローターベーター

耕を行なう。 20台のトラククーで l3 5日 して耕転す。

四肥： 移植前に'11riple superphosphateをエーカー当たり lcwt'(ha当たり 126kg)元

肥として廊用する。

移槙： 移植朗は 8月末~10月初旬。栽植密度は40X4インチを指導する。 1回ま

植である。

除草： 移植後、水深を大きくし、 20 cmに保ち雑草の発生を少 中エーカーの水田

の移植に 10日もかかるのでその間に草が生え、深水だけでは除草が十分でないので手取り

（手でひろう）も行なう。

収穫： 収穫期は 12月中旬~l月末、一部は 3月初めまでにかかる。鎌で刈る。圃場でたたい

て脱穀し淋袋〔 Bag〕につめる。

出荷： Mwea,'l'eberre T hibaに3つの集荷場CollectingCenterに述ぶ。そこでBagの採

鼠を行なうともに籾の含水鼠を測定し、前金が渡される。集荷場ではさらに籾を日乾して 13.5 % 

の水分に乾燥され迅別され正味 1袋 16 0ポンドの標準の重鼠にしてつめかえられる。

固実廂状況

灌漑実廊水田面積 BlackCottonSoil 6,868エーカー

Red Soil l, 3 4 5 

打来五「画 Black Cotton Soil l 0,0 0 0エーカー

移仕した農家は 22の村の L6 8 5農家である。

(G) 農民に対するサービス

大型機忙よる耕に、籾の連搬と乾燥、肥料、袋、種子、殺虫剤の供給等である。

(7) 収最およひ収益
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約籾て ~4 ton haである。 は最高 9ton./ haとれたという。1農家‘りたり

は 960~lll66年で 2,300

l 9 6 6 

8 0 0ジリング 1. 1 5,0 0 0円~l4 0,0 0 0円）であ

を除いて 1袋当たり 10,2 5 リング℃ トン当たり1認却

ジりング（約 lり円）で

畑作灌漑

¥,、Redsoilでも

8 L2 2 %杞当たる。

9

9

 8
 

9

、

が最 つ＼、で米、つ＼

を打加えば畑作物の増収がえられることがわかった'グマネギ

サトウキビ くなる。

Depertment of V砥eri函 yServic芦， Kab砥 e

ケニ

(Nairobiか

Ministry of Agriculture叩 dAnimal 

1 0マイル〕

(!)ふたつの Technical D 

mentのひとつ, D irectnrate, Research aboratory, Fieldの 3units尻こし力＼れ、 Director は立見

狐八＼

む。

グニアは 8provincesにわ炉れ洛そ巳）それそれ

かれる。

た各 district

AHI 

疫（

身 ~.Professima! officers 6 0名のうち0hemi sts 3, 

dis tr 

ぱ 50 ~6 0名の vetf'rinaryscouts ( 

I (後出 12)参間）

疾病としては、

スタンから） 0 

し

ts 

和かれ、その下は districts(約匁））
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ives tock off ice rsを闊」えると veterinaryservices O 

は 8,5 0 0名ていどになる。

Fieldの業務はDeputyDirector , ・ 食肉鸞伽こいss i s tan , D i rec torが
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釈，苓 0.5ml)を用いる

l g 6 5年に 18万ァンプ）レ (65年 (i〉70 

～生 5万C) され）こゥ

ょ＼，ヽところでもし 4回

じ）を出した。 1砂万回

＜
 

・ダ

丁．エ

ら

クが正随ifこでぎ

~6週で

，jになら匁げれば喜らない。

う。凰犀として ＼ノ 、ことがあげられ唸

7 ~2 2か月を 3~4か月にすることをねらっている。

きわめて少ない。

して＼ヽ !こしヽ品種（ら _AberdeerぃOharolet, R国 Pole)

しているが万ウガンダ忙しまセンターがあるらしく輸出していない。

いまた生産し

は年 9り万ク （約 ElO O 0万円）苓全部スウェーテン（ る公団のよ~ うなも

の）もちである

V砥erin町 'Y R配＄包arch しaborato ry, K.ab et e 

ケニア Department of Veterinary Services 

〈ChiefVeterinary 且esearchOfficerをかねる） g 

穏昂月で lH O 6 

l 2名忙ドイツから ウ尽
u, 口、

technologist l 5名、 5 0 

acteriology, F紅岨iいlo幻r, Chemist!> (taxi

ogy, P ou l tryなどの室をもつ。

とし、 Virology,

dippingをふくむ）冷 8erolo幻＇食 Patho-

f
 、,

Jス～

どはやる）。 ウイ Jレス学的

わない（狂犬病のネグリ

ワクチンは、ケ

噂とんどつくって\、こ~ ブルー点ング（？株をふベ

衣ども

参胄IL

研究は

88 

しな← 芯

ものを主とし（ ものはEAVRO〉ている。

とSal,巨allinarumはちがいケニア (i)み発生し、 5日

りそうたか興味深¥'o

ら廿J'てボ5り冷糸り 8,00 0, ドンド (800)jい］）、

）唸 Rift Valley 

イロビ（下記13)

5%との話

（英人）

haslc salaryLt 

りも くな．）て〖ヽると

ty of Vete『
y
 

。
、と

tionalを英国海外

乞と Mak叫べere

ce ， 

らうげる。詰し［こよると

人については唸摩とんどドイツ政磨もちである。

〇尺 S!幻 Col!egeり『 E苓 t立frica

び a (ウ

尺ゞ



語使用国から来ている。 力 8国のほか, EAS C 0からも出泣建物はUSAIDによる。

として外部からで、 Weilcomc, ロソクフュラー、イギリ US A ID, 

Faculty memberのう杞冷米、 ドイツ洛ノルウェーはすぺてそ訊それの国がもち、英国人は basic

salary 

＼ヽう。

000~1500沢ンド(、 10 0 ~』 50万円

ナイロビしてある学部 (Faculty〕しま Arts, A rchl tecture, Science, 0 ommerce,(6 

にMedicine),Dar es Salam(タンサニア）にLawぷ ampala icul ture, Medicineなど。

Animal Health and !ndust ry T国 ining In琴 itute,Kabete 

℃ 期間 2 さらに 1年（計8年）やると diplomaをとれる"学出ばことん

ど寮生店をしている。

3月15日~l7日互〉KenyaLivestock 

なわれた。

Conferenceはこ いて行

Welle叩 e In就 itutefor R苓 甲 向 inF匹互箪MouthDisease, 助 bakasi, Nairobi 

建物はWe!!come Foundationがたて、ケニア政府の機関も同居する。政府か seedvirusを提供し、

Wellcomeが製造を行なうというかたちをとる。

廂設ぱ荒野のまん中 80エーカー (30ha強）。二重 fence, みぞをほっている。濾過装謹はない。

一般消毒には 4%ソーダ液を使用。牛l2 0頭を 6boxesに飼う。

ワクチンは baby hamster kidney ce 11でつくる。検定は安全、力価。甕別は補体結合で行なう。

職員、政府側20名（うち訳医師l名）、 Wellcome側 25名（獣医師 8名）。

滞在が 1週間延長されるかもしれなかったため建物内部に1まいらなかった。

1 4) Medical R翁臼向 Centre,Royal・Tropical Institute, ふ函e心知, Nairobi. 

ケニア、オランダ政府間の協定 (19 6 4年）により 19 6 6年 3月開所した。現在、建物などは、

オランタのもの、建設、連営すべて RoyalTropical Instituteもち。ケニア政府のMed.Res. Lab. 

とKenyattaNational Hospitalの間に位櫨し、 Tropical meclicine, Microbiology, P arasi to logy, 

Nutrition, Public healthの5departmentsをもつ。

オランダ人以外にもWHOの expertなどもいる。

ソ連はKisumu てたとの詰しを間く。
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英連邦の漫虜である Commorm1"al th Agr i cul turaI Bureaux ( 9

-

l
/
J
 

こる 以下CABと

略す）の奇且織は「生長 ある」とそ

0 ffi② からアフリカの昆虫阿究について

にしるされている c l H O 8年に Colon□l

され％それに対応して翌 1909i戸1'.:Entomologi ca! 

凡esearchCommittee (Tropical Africa)が目然史博物館内紅本部をおいて発足した。その

(2 0 0 0ポンド）はアフリカ

関係の害虫忙ついての系統的

と英本国 て出し芦東および西アフリカの衛生および農業

と研究を行なうのにあてられた。 lg l 3年にこの組織は Imperial

Bureau of E ntm10logyとなり、 Reviewof Appli』 Entom を発刊しはじめた。 l9 2 0 

Kenに Bureau of 

発刊, l 9 2 9年しては8つの Bureau

され lg 2 2年から Reviewof Appli叫 Mycologyを

し、それそれの分野での抄録誌の刊行をはしめた。その後い

‘ヽ-¢
 

こ↓’ 
、ど、‘ り、

Co mmonwea! th B 

I⑮ ti tu teを 3(Entomolo夏 Mycology良 BioJogical Control) とl0の

Animal B & Genetics, Animal Health, Animal Nutrition, 

Dairy Science & Technology, Forestry, Horticulture & Plai1tation Crop, Pastures & 

Field Crops貪 P!ant Breeding & Genetics, Soils)をもって、これらすべて 抄

緑、索弓 1、目録などの作成と＼‘ったかた

究的な業務も行なっている。

なっており、また Instituteでは、

生長してきたこの l9 0 0年代のはじめから第 l

な変革のあった時代で、日本でも日

出しはじめたのが l9 2 7年のことである。

現在のCAB にかけては、文

らため・,第 2集を

CABか されている とく うたったものはなし

ほかにも苓たとえばOomn1叩 wealth Bureau of Animal Heal thか

アフリカの昆虫研究の

されているVeterinary

Bulletinの詞身は,・1912年以降Bureauof Hygiene & Tropical D ise硲 esから出されていた

Tropical Veterinary Bulletinであり、 l9 2 7年の ImperialAgricultural Research Confer-

ence U.J紹国に X•J/心して I 9 3 1年からこの形式をとるようになったものである。

さらに注目すべきは、これら Bureauがそれぞれの分野の［月内試験研究機閲内に同居していて、その図

とBureauは同じ棟または棟つづきにあって、蔵書を圧いに有効瓦利用しあっていることである。も

う—歩ずすめてひとつの図菖宝にしてしまうと理想位ではあるが℃ 今回訪れた範囲内では、そのような形

匹ばとられていない。

現在のCABの抄録誌についてはいろいろの批判があり、そのひとつは各抄録誌間の重複問題である。

これば、分野間に重複のあること、そして抄録者の立場がちかえばその内容もちがうということで、その

存在理由はあるわけであるが、重複はひとつのぜいたくであり、そのぜいたくをするたけの余裕があるか

否かは一考の余地があろう。

また、農林水産技術会議の小倉会長が「インドヘの接近」 p2 gに、 「文献紹介は題目たけでよいので

解題（内容の簡単な紹介）は不要であるとの意見があるが、どう思うかなどの質間を受けた」と書いてお
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られるが冷この点については間題をもう少しはっぎりさせておきたい。

これはCABの行なってい

に疑いをはさむCAB

つの方法があることを考えて

ひとつの方法は、 browsingといっ

忙たし、し、 ふえてぎて＼ヽる

と思われる力：、この間題を議論する前に冷 にはふた

ばならないであらう。

にざっと目をとおしてそのなかから自分に必要なぶ

のを拾い出すやりかたで這応うひとつは、

組織的に関係論文を調べあける方法である。

CABはあまり広くないそれぞれの分野につ＼

／
ー
＼

,,-c ¥、な＼、） lを用し

しているため、それぞれの分野

忙おける論文の収録率は非常に高く冷そのうえ利用者がその全ページに目をとおすこと (browsing)も不

可能ではないていどの量にしかなっていない(CABでも獣医学閃係では抄録誌VeterinaryBullet in 

とともに、それよりも収録数の多い索引誌IndexVeterinariusを出していることは注意しておくべぎで

あろう）。これば利用者にとって非常忙便利な点ではあるが、いっぽう、その分野の論文があまりのらな

いような輯誌ははじめから除かれるばあいが多く、その結果、現在のように専門分野の融合のはじまって

いる時代には、たいせつなものがおちてくる危険を生じている。

このようなものをみつけやすくするため筐は、農学℃ 生物学、化学、医学といった広い範囲を包括した

抄録、索引誌が必要になる。そしてこのような広い分野を一括した抄録詰として、現在BiologicalAbst~ 

racts, Chemical AbstractsなどはComputerを導入して苦心をかさねてはいるものの、よほど

な手段（たとえば機械抄録）が開発されないかぎり、もほや手におえない段階にぎているわけである。農

学、医学の分野(,Cついて にBibliographyof culture, Index Medicus といった索

引誌しか出ていない状態であり,，索引も Computer を導入することにより念うち出された文献題目に

の文献のふくむ重要なキーワードを付すことがでぎるようになっているため苫たんなる題目とほちがった

もの忙にっていること筐も目をむける必要があろう c

このようなわけで、,CABの努力は高く評価されはするけれども、現在の仕事そのものは第2

の継続であり、一部をのぞいて手作業をつづけている状態で、このままで現在の高い利用性を長い将来維

持していくことがでぎるかどうかは疑間である。こと忙索引誌IndexVeterinariusなどは非常に価値の

あるものでありながら、累積索引が出ないため利用上ぎわめて不便で・, また手作業の結果、誤りが生じて

いるなど早急に改変をせまられているものと言わざるをえない。

今回訪間した範囲内では、この種業務にたずさわっている人たちがこのよう それほど強く感じ

ていないよう Vこもみえ、このことは将来大きなおくれをもたらす危険をはらんでいるのではないかと思わ

れる。 ドキュメンテージョン陣の多くを占める主題専門家の情恨流通についての知識の希薄さ、いっぽう

では図書館員が日本の一般司書の水摯とは格段の祖異はある忙してら主題知識にとぽしいこと冷また、目

の前の仕事の処理忙かまけて冷当初の目的を達するためにほ時代の変化に対応してその手段をかえていく

こと こと かけているふしのあることなど~も危険な徴候はないわ叶ではない。

しかし英国(reは, l 9 5 7年から

S ci ence and T edmol o幻

その恩恵筐あ丁かっており冷

農漁食糧省の試験研究畏閲として

l 9 6 1年にNational Lending Library for 

し, CABおよひ試験研究機閃も

も起こってはいるのである。

およひ慎物病理関係しかないし、この省の管王里地域（
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たげぱ他と異なる）の関係もあって、詳細は他にゆずるが、 して＼ヽ る。

その力法の功罪を、今回の訪問たけで即断することはむすかしいが, Central Veterinary Laboratory 

でら ち
-

げではたりず、 Laboratory自身も費用を負担しているとのことであった。

2. フランス

0 NRSが相当弧力にドキュメンテーション活動を行なっているが、今回ほみることができなかった。

ORSTOMもBulletinS ignal~tique d'Entomo!ogie M:Uicale et V~ 丘rinaireなどを刊行し、

また他の熱帯関係機関もそれぞれ抄潟：作業を行なっているが、イギリスのような整然とした状態はみられ

ない。しかしそれぞれの機関が必ず資料関係の部課をもっていることは注目すべきで、むしろその部課が

たかいにばらばらで動ぎすぎている感じがないでもない。

フランスでも、同じ専門分野の試険研究機関は、その所属にかかわらず同一箇所に集中しており、たと

えば IEMVPTぱアルフォール獣医学校の莫大な蔵書を容易に利用できること (10年前にIEMVPT

と同一の建物の中にあった）を忘れてばならないだろう。

3. EAAFRO/EAVRO Library 

EAAFROとEAVROは同一敷地内とはいっても 2マイルの距離がある。その共同図書館を設けて

いるのしま先見の明といえようが、ここでは、図書館についてしろおとの所長が図書館運営に口を出しすぎ

ている感じがあり、今後の運営があやぶまれる。 EAVROにも小さなworkinglibraryのあることはも

ちろんである。

4. まとめ

に派遣されて試険研究を行なう人たちが世界の研究の発展におくれないように、その人たちに

文献情報をとどげることは、その仕事の成否にかかわるたいせつなことである。そのために英仏とも抄録

作成などに努力はしているが、とくにイギリスでは、その情報を熱帯関係だげにしぽることはかならずし

も有利たとは考えていないようである。

CABでは、その抄録誌のなかから熱術関係のものをぬき出して見本をつくり、検討した結果、そのよ

うなものはつくらないことにぎめている。それは、試険研究を行なううえには、一見無関係にみえるよう

な清殴も必要なことがままあり、はじめからせまい範囲にしぼることが、研究者の祝野をせばめ、ひいて

はその仕事に悲い影評を及ぼす危険性があるからであるという。

いっほう、最近の顕向として、熱帯諸国にもロックフェラー財団などの援助によって、相当高度な大学

されており（たとえばイバダン大学）、その資料を活用することもできる。

日本のばあいもっとも困るのは、日本国内で発生した情報をうまくとりまとめた抄録、索引誌が少ない

ことて、そのため諸外国の人たちも、日本からの情報入手忙不便を感じている。

これば、日本だげの抄録、索引誌をつくる必要性をいうのではなく、日本の文献を世界の情報流通組織

筐うまくのせるための努力が少なすぎることを意味しており、日本における文献発表の現状を検討、整理

しなばれは畏本的には解決しない間題である。しかしせめて日本に農学関係の中心的な図書館（クリアリ

ング隈構、レフェラル機構といってもよい）があれば、情報の流通をいくぶんかは改善することができる
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はデである，また涵研究者目 しかた、出かた、流れかた｝こつし

つことも る。

CABの項にものべたように、 くの分野がべつべつ況このよう

るし は冷 とのかねあいで許さ訊もしよう。しかし日

くりあげることがま ＼ヴころうか。このこと

ら設けられるであろう workinglibrary るものではないこ

るためにも、国内の基本的 きわめて も？て＼ヽ るこ，

はならない。
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